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サポートセンター 

１．法人事業活動状況 

①施設関連 

昨年度と同様に例年開催される施設行事については、飛羽ノ園・憩いの里ではコロナ（以下、コロナ）対策のために施設内で完結して

実施し、季節感はもとよりコロナ禍で単調となりがちな生活に潤いを感じてもらうことができた。面会においては感染状況等により

ＷＥＢ・窓越しなどの間接的な面会を実施したことで入居者・家族の精神面の安定につながり、施設内感染予防対策もできた。桜川保

育園では感染症予防に配慮しながら家族の参加を最小限であるが可能とし、各種行事を実施した。各種行事はＳＮＳを通じて配信す

ることで家族等に各施設の取り組みの周知を心掛けた。 

【飛羽ノ園】 

昨年度実施できなかったトイレ改修工事、機械浴室改修工事により、入居者処遇の向上及び職員の介護負担を軽減でき

る環境を整備した。また、従来型特養（一部）居室扉設置工事により、コロナ等が発生してもゾーンを分けが可能となり

感染拡大防止対策への取り組みができた。 

しかしながら施設の老朽化のため様々な箇所に不具合が出てきているので計画的な設備の更新、修繕が必要となって

いる。 

【憩いの里】 

 屋根の修繕は令和４年度も見送り、新館浴室からの漏水やユニット浴室の給湯器更新を優先した。しかしながら悪天候時にユニット

の雨漏りは継続しているので屋根修繕を最優先事項として実施していく。 

【桜川保育園】 

保育運営も順調に推移していることもあり、利用申し込みが多くなったことで定員を超える園児が利用した。保育士の継続した業務

負担軽減も視野に入れた取り組みが必須である。 

 

【茨城県の一般検査の実施及び結果】 

・特別養護老人ホーム飛羽ノ園・とわ 

令和５年１月１７日一般検査（実地検査） 

「概ね良好に運営がなされていると認められました。」 

・桜川保育園 

令和５年１月１８日一般検査（実地検査） 

「概ね良好に運営がなされていると認められました。」 

 

２．重点目標に対する成果 

①法人理念の浸透と実行 

 法人理念の明確化と浸透のために、令和４年度は理念に沿って行動できる環境づくりのフォローを目標とし、介護の場面で理念に

沿った介護ができているかを各自意識することができるように各種会議で伝達し、人事考課で評価ができる体制を整備した。理念研

修については新入職員研修で実施したが、今後はリーダーを主体に全職員を対象とした研修開催を計画していく。 

②感染症・災害への対応強化 

 業務継続計画（ＢＣＰ）の策定が義務付けられたことを受け、各事業所でＢＣＰの作成を進めている。その中で、各居宅介護支援事業

所より、コロナ発生時における業務継続計画（以下、感染症に関するＢＣＰ）については施設間を超えた共通のＢＣＰを作成したいとの

相談を受け、作成のフォローを行った。その結果、居宅介護支援事業所の感染症に関するＢＣＰについては完成し、義務化までの残り

１年となる令和５年度は作成した感染症に関するＢＣＰに基づいて研修等を試すことができる。尚、他の事業所においても引き続きＢ

ＣＰの作成が進められているが、進捗状況などを勘案して必要なフォローを行っていきたい。 

③入居待機者の確保に向けた取り組み 

 昨年度に引き続き福祉や医療の関係機関、事業所等との連携強化と稼働率の重要性を理解するための勉強会を行った。家族が安

心して預けることができ、利用者が気持ちよく穏やかに過ごせることが安定した施設運営をしていくために必要不可欠であるが、高
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齢者施設において虐待事件が発覚したため、権利擁護や虐待についての勉強会の内容及びあり方を考え直す必要があると考える。

例えば、虐待に至る前の判断に迷う不適切ケアを明確化し、全職員が共通認識できるようにするなどが必須と考える。 

④中間管理職層の基準の明確化と育成強化 

 現職員の育成強化と次の世代を育成するため、大規模な人事異動を検討し、年度末に決定した。変化に対しては良い反応や多少の

反発はあるものの、新年度に無事に実行し、先の育成強化と次世代の育成、施設間の垣根を超えた協力体制の構築の基礎ができる

年になることを期待している。 

⑤採用活動の強化 

 近隣の高等学校より就職に向けた職場見学を受け入れ、介護という仕事の素晴らしさや、法人や施設の想いが伝わるような見学会

を開催することができた。この職場見学を体験した学生から就職希望を頂き、令和５年４月採用が決定となった。なお、この職場見学

と採用をきっかけとして、同高等学校の在学生２名が当法人で開講する初任者研修を受講することとなり、良い効果をもたらした。 

 また、ＳＮＳは当法人の情報発信の中心となりつつあるが、ＳＮＳを見て法人や施設の雰囲気を感じて応募される方も見られ、引き

続き情報発信を行うとともに、柔軟な発想等を取り入れてより惹きつける広報活動が必要と考える。 

求人媒体については信頼性やコストパフォーマンスなどを考慮した媒体を中心に利用するとともに、新たな媒体へアンテナも張り、適

宜利用の可否を判断した。そして、経験や資格の有無に関わらず「やる気」を重視した面接を行い２０名の採用となった。 

⑥働き方改革関連法や福利厚生の整備 

 個々の経験や能力を活かして活躍できる人材が多く、そのような方々については積極的に新規雇用又は継続雇用し、期待以上の働

きを見せてくれている。今後も年齢で判断せずに経験、能力、やる気を勘案してアクティブシニア層を積極的に採用していきたいと考

える。 

 福利厚生においては、年５日の有給休暇取得率は１００％となり、また時間外労働についても法人平均１時間２０分程度に留まって

おり、個々のワークライフバランスを実現するには良い環境と考える。なお、コロナが流行して以来、法人独自でコロナ休暇を整備し

てきたが、国の取扱いと５類への移行を受けて、令和５年３月末を以って終了とした。 

 無資格者に対する資格取得支援制度については、新卒採用の場合に限り、当法人で開講している介護職員初任者研修の受講費用

を無料、受講日を出勤扱いとして支援体制を整えた。今後は、上位資格の取得支援制度や中途採用者を対象とした資格取得支援制

度の整備も考えていきたい。 

【総括】 

 飛羽ノ園はデイサービス、ユニット型特養でコロナが発生した影響により、デイサービスでは稼働率の低下が見られた

が、ユニット型特養では入居者１名のみで感染拡大を防ぐことができた。従来型特養で入居者の感染者が無かったのは

日々の感染症対策が功を奏したと考えられ、今後も必要な感染症対策は継続していく。 

憩いの里ではコロナが入居者、ショート利用者、デイサービス利用者から発生したことも影響があり、一時的にデイサービスの稼働

率は低下したが従前の利用率に戻りつつある。特養は入居申し込みが少なく、空床が数ヶ月継続しており、入居待機者の確保が喫緊

の課題となっている。 

桜川保育園は次年度より福祉医療機構への元本返済が始まるので綿密な収支計画により運営に支障が無いように取り組む必要性

がある。 

 令和 5年 5月よりコロナが第 5類に移行することもあり、今まで地域とのかかわりが少なくなっていたので今後は各施設で地域

交流を重点的に行い、各施設の取り組みが周知されるよう引き続きサポートを行っていきたい。 

 

【各種規程の作成、変更】〔令和４年９月〕 

＜職員就業規則変更＞ 

〇第２０条 勤務時間表の変更：ながみねの削除、介護職員等のシフト名変更、保育士のシフト追加 

＜育児・介護休業規程＞ 

〇令和３年６月の改正に合わせて主に「出生時育児休業」に関する条文の追加・変更。 

＜職員給与規程＞ 

〇第２０条 通勤手当：４日目以降の有給休暇については交通費を支給していないため削除。 

＜経理規程＞ 

〇モデル規程との相違点の修正及び改正基準変更に伴う変更。 
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２．事業内容 

＊祥風会設立認可・・・平成元年６月２６日  

＊創立登記・・・平成元年６月２７日 

＊理事長 羽鳥圭一 就任年月日・・平成２１年８月１０日 

＊土浦市小松１－３－３３ハトリビル６階（平成２４年１２月に移転） 

＊介護職員初任者研修事業開始年月日（平成２６年４月１日）平成２６年２月１４日指定（指定番号４５） 

＊実務者研修事業開始年月日（平成３０年６月１日） 

 

３． 理事会・評議員会開催状況 

【理事会】 

第１回理事会   令和４年５月２６日（木） 書面表決 同意者：理事６名 監事２名 

第１号議案 令和３年度 事業報告及び決算報告の承認の件 

第２号議案 評議員会への提案の件 

第２回理事会   令和４年９月１６日（金） 書面表決 同意者：理事６名 監事２名 

第１号議案 特別養護老人ホーム飛羽ノ園 施設長任免の承認の件 

第２号議案 特別養護老人ホーム飛羽ノ園トイレ改修工事請負契約締結の件 

第３号議案 各種規則・規程の変更の件 

第３回理事会   令和５年３月１５日（水） 書面評決 同意者：理事６名 監事２名 

第１号議案 令和５年度事業計画及び当初予算の承認の件 

第２号議案 特別養護老人ホーム飛羽ノ園の施設長任免の件 

第３号議案 飛羽ノ園土地の売却の件 

第４号議案 霞ヶ岡保育所移管先事業所としての応募の件 

第５号議案 各種規則・規程の変更の件 

第６号議案 評議員会への提案の件 

理事（６名） 

羽鳥 圭一（理事長） 羽鳥 栄子 

増山 栄 今髙 國夫（産業医・嘱託医） 

和田 宏一（特別養護老人ホーム憩いの里 施設長） 河田 輝子（研修室室長） 

事業所名 所在地 事業開始年月日 指定日・認可日 事業所番号 

飛羽ノ園 

特別養護老人ホーム飛羽ノ園 

茨城県土浦市 

小松３－１８－１８ 

平成３年５月３１日 平成１２年３月１０日 ０８７０３００２４１ 

特別養護老人ホーム飛羽ノ園・とわ 平成２４年４月１日 平成２４年４月１日 ０８９０３００１０６ 

短期入所生活介護支援事業所 平成３年５月３１日 平成１２月３月１０日 ０８７０３００２４１ 

飛羽ノ園デイサービス 平成３年５月３１日 平成１２年３月１０日 ０８７０３００４３１ 

土浦市在宅介護支援センター 平成６年８月１７日  

飛羽ノ園居宅介護支援事業所 平成１１年１１月３０日 平成１１年１１月３０日 ０８７０３００１７５ 

憩いの里 

特別養護老人ホーム憩いの里 

茨城県土浦市 

高岡２３１５ 

平成１７年９月２５日 

平成２６年４月１日（増床２０床） 
平成１７年９月２５日 ０８７３９００７６５ 

短期入所生活介護支援事業所 平成１７年９月２５日 平成１７年９月２５日 ０８７３９００７６５ 

デイサービス憩いの里 平成１７年９月２５日 平成１７年９月２５日 ０８７３９００７４０ 

土浦市在宅介護支援センター 平成１９年４月１日  

支援センター憩いの里 

（居宅介護支援事業所） 
平成１７年９月２５日 平成１７年９月２５日 ０８７３９００７５７ 

桜川保育園 桜川保育園 
茨城県土浦市 

田中３－４－５ 
令和２年４月１日 令和２年３月３１日 ０８２０３０６１０００１８ 



4 

【評議員会】 

第１回評議員会（定時評議員会）   令和４年６月１７日（金） 書面表決 同意者：評議員８名 

第１号議案 令和３年度事業報告及び決算報告の承認の件 

第２回評議員会   令和５年３月３０日（木） 書面表決 同意者：評議員８名 

第１号議案 令和５年度資金収支予算及び事業計画の承認の件 

第２号議案 飛羽ノ園土地の売却の件 

評議員（８名） 

髙橋 敏夫 君山 毅 

宮﨑 三弘（嘱託医） 島田 源 

髙野 久 竹若 栄吾郎（弁護士） 

物江 学（社会保険労務士） 中根 祐一 

 

４．監事監査の実施状況 

令和４年５月１６日（月）   サポートセンターにて   １０：００～ 

理事の業務執行状況・・・・・・適正である 

法人の財産管理状況・・・・・・適正である 

法人・施設の業務執行状況・・・適正である 

法人・施設の会計状況・・・・・適正である 

監事（２名） 

仲田 秀治 山本 義弘 

 

５．職員状況 

＜在籍者数（名）＞令和５年３月３１日時点 

サービス区分 正職員 嘱託職員 パート職員 合計 

サポートセンター ２ １ １ ４ 

特別養護老人ホーム飛羽ノ園 ２６ ０ １３ ３９ 

特別養護老人ホーム飛羽ノ園・とわ ８ ０ ４ １２ 

飛羽ノ園デイサービスセンター ６ ０ ３ ９ 

飛羽ノ園指定居宅介護支援事業所 ５ ０ ０ ５ 

特別養護老人ホーム憩いの里 ４０ ４ １０ ５４ 

デイサービス憩いの里 ７ ２ ２ １１ 

支援センター憩いの里 ３ ０ ０ ３ 

桜川保育園 １８ ３ １５ ３６ 

合計 １１５ １０ ４８ １７３ 

 

＜入職者数一覧（名）＞ 

施設名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

飛羽ノ園 ０ ０ １ ０ １ ３ ０ ０ １ ０ １ ２ ９ 

憩いの里 １ ０ １ ２ ０ ０ １ ０ ０ ２ １ ０ ８ 

桜川保育園 １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ 

サポートセンター ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 ２ ０ ３ ３ １ ３ １ ０ １ ２ ２ ２ ２０ 
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＜退職者数一覧（名）＞ 

施設名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

飛羽ノ園 ０ ０ ０ ２ １ ２ １ ０ １ ０ １ ３ １１ 

憩いの里 ０ １ ０ １ ０ ２ ０ １ ０ ０ １ ２ ８ 

桜川保育園 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ３ 

サポートセンター ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 ０ １ ０ ３ １ ４ １ １ １ ０ ２ ８ ２２ 

＜離職率一覧＞※離職率（％）＝当期間内の退職者数÷当期首の在籍者数×１００ 

施設名 令和３年度 令和４年度 前年度比 

飛羽ノ園 ２０．０％ １５．０％ △５．０％ 

憩いの里 ６．２％ １２．０％ ＋５．８％ 

桜川保育園 ８．８％ ９．０％ ＋０．２％ 

サポートセンター ０．０％ ０．０％ ±０．０％ 

＜面接回数＞ 

＜ハローワークでの企業説明会・面接会＞ 

＜採用詳細＞ 

 

 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 

回 １ ７ ２ ４ ５ ５ ４ ３ ３ ６ ５ ２ ４７ 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 

回 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 3 

Ｎｏ 勤務地 職種 雇用形態 所持資格 経験 媒体 

１ 桜川保育園 保育士 パート 保育士 あり 職員紹介 

２ 憩いの里 介護職員 パート なし なし ハローワーク 

３ 飛羽ノ園 介護職員 パート 介護福祉士 あり 職員紹介 

４ 憩いの里 介護職員 正職員 介護福祉士 あり ジョブメドレー 

５ 憩いの里 介護職員 正職員 介護福祉士 あり ハローワーク 

６ 桜川保育園 保育士 パート 保育士 あり 職員紹介 

７ 飛羽ノ園 介護職員 パート 初任者研修修了 あり プラスワーク 

８ 飛羽ノ園 介護職員 パート 介護福祉士 あり エンゲージ 

９ 飛羽ノ園 看護職員 正職員 正看護師 あり 職員紹介 

１０ 飛羽ノ園 介護職員 正職員 なし なし ハローワーク（大卒） 

１１ 憩いの里 介護職員 正職員 実務者研修修了 あり 直接 

１２ 飛羽ノ園 介護職員 正職員 初任者研修修了 なし ハローワーク（高卒） 

１３ 憩いの里 介護職員 正職員 ヘルパー２級 あり 直接（元職員） 

１４ 飛羽ノ園 看護職員 正職員 正看護師 あり 職員紹介 

１５ 憩いの里 介護職員 パート 介護福祉士 あり 直接（元職員） 

１６ 憩いの里 介護職員 パート 介護福祉士 あり ハローワーク 

１７ 飛羽ノ園 介助員 パート なし あり ジョブメドレー 

１８ 飛羽ノ園 介護支援専門員 正職員 介護支援専門員 なし ジョブメドレー 

１９ 飛羽ノ園 看護職員 正職員 正看護師 あり 直接 

２０ 飛羽ノ園 看護職員 正職員 正看護師 あり 職員紹介（元職員） 
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＜産休・育休取得＞ ※女性取得者の復帰率 100％（復職後の退職者なし） 

 男性 女性 

人数 取得率 人数 取得率 

平成 30年度 0人／0人 0％ 3人／3人 100％ 

令和元年度 0人／2人 0％ 1人／1人 100％ 

令和 2年度 0人／0人 0％ 1人／1人 100％ 

令和 3年度 0人／1人 0％ 0人／0人 0％ 

令和 4年度 3人／4人 75％ 3人／3人 100％ 

＜有給休暇＞ ※消化率の分母は当年付与された有給休暇の日数、分子は前年度の繰り越しを含む使用日数 

 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

平均取得日数 10.4日 10.9日 9.6日 10.1日 12.0日 

平均消化率 68.1％ 70.1％ 66.1％ 70.8％ 78.9％ 

＜国家資格有資格者数＞※保育士には、保育教諭・保母を含む 

介護福祉士 72 正看護師 14 管理栄養士 2 保育士 25 

社会福祉士 9 准看護師 4 栄養士 1 小学校教諭 1種 1 

理学療法士 0 保健師 1 調理師 3 合   計 158 

作業療法士 1 公認心理師 1 幼稚園教諭 1種 3 ※一人で重複して所持している資

格含む 歯科衛生士 1 美容師 1 幼稚園教諭 2種 19 

 

６．研修・講習・交流会状況 

①内部研修 

②外部研修 ※サポートセンターでの研修はすべてリモート 

 

日時 研修名・対象者 担当 参加者（名） 

４．８（金）１９：００～１９：３０ 人事考課と目標設定（飛羽ノ園職員） 沼尻次長 ３３ 

５．１１（水）１０：００～１２：００ 新入職員研修（新入職員） 沼尻次長 １１ 

７．８（月）１９：００～１９：３０ 事故とヒヤリと報告書① 沼尻次長 ２９ 

８．１０（月）１９：００～１９：３０ 事故とヒヤリと報告書② 沼尻次長 ３１ 

Ｒ５．２．２２（水）９：００～１０：００ 吸引研修（介護支援専門員） フランスベッド担当者 ８ 

Ｒ５．２．２２（水）１０：００～１２：００ ＢＣＰ研修（介護支援専門員） 沼尻次長 ７ 

合計 １１９ 

日時 研修名 研修場所 参加者（名） 

４．２７（水）１１：００～１２：００ トラストコーチングＷＥＢセミナー サポートセンター １ 

５．１７（火）１３：００～１４：００ 選ばれる園創りってなんだろう？みらいへの一歩セミナー サポートセンター １ 

５．２３（月）１４：００～１６：００ 新規学校卒業予定者対象求人受理説明会 サポートセンター １ 

７．２９（金）１４：００～１６：００ 精神・発達障害者しごとサポーター養成講座 ハローワーク １ 

８．１（月）１３：３０～１７：００ パワハラがない職場のつくり方 つくば国際会議場 ２ 

１０．７（金）１０：００～１２：００ オンラインセミナー（ひまわり社会保険労務士事務所） サポートセンター ２ 

R５．２．２４（金）１３：００～１５：３０ 障害者雇用納付金制度説明会 ワークヒル土浦 １ 

R５．３．７（火）１４：００～１５：００ 処遇改善加算等計画書作成セミナー（介護） サポートセンター ２ 

合計 11 



 

令和 4年度 

 

 

事  業  報  告 

社会福祉法人 祥風会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長  羽鳥 圭一 

室 長  河田 輝子 
 

 

 

 

 

〒３００－０８２３  土浦市小松１－３－３－３３ハトリビル６階 

T E L  ０２９－８９６－３５２1 

F A X  ０２９－８９６－３５２２ 

U R L  https://showfukai.com 

E-MaiI  info＠showfukai.com 
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社会福祉を目的とする事業に従事する者の養成及び研修事業 

 

１．総括 

令和 4 年度は、介護職員初任者研修 42 名（受講者 43 名）、介護福祉士実務者研修 15 名（受講者１７名）と多くの方が無事に研

修を修了された。 

介護職員初任者研修では、前年度から開校月を４月、７月、１１月に変更して一定の間隔で開講できるようにするとともに、介護福

祉士実務者研修との開講期間の重複を少なくし、講師を担当する職員の負担軽減を図った（※前年度は、４月、９月、１１月）。 

前年の令和３年度が蔓延防止等重点措置の発令による約３週間の休校を余儀なくされた年であったこともあり、令和４年度は開講

する度に休校の心配が付きまとい安心して開講できる状況ではなかったが、受講生や講師の皆さんが日頃から感染防止対策に気を

付けて頂いたおかげで休校することなく研修を行うことができた。 

介護福祉士実務者研修では、令和４年度に修了した受講生の７名と過去に終了した５名が介護福祉士試験に合格することができ

た。残念ながら不合格となった修了生も数名おり、これらの方には引き続き試験に向けたフォローアップをしていきたい。 

 

２．内容 

（１）介護職員初任者研修 

① 実施期間※法人内受講生 1名を含む 

 期 間 受講者数（名） 修了者数（名） 

第 1回 4月 7日 ～ 7月 21日 17 17 

第 2回 7月 1日 ～ 10月 14日 16 16 

第 3回 11月 10日 ～ 3月 9日 10 9 

合  計 43 42 

② 施設実習・見学会 

 新型コロナウイルスの感染防止のため、令和４年度は施設実習及び見学を開催しなかった。但し、令和５年度は新型コロナウイルス

の取扱いが変更となるため、希望があれば可能な限り開催する方向で検討している。 

③ 年代別受講者数（名） 

世代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 開催毎の

計 性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

第 1回 0 0 2 3 0 0 0 9 0 2 1 0 17 

第 2回 1 1 0 2 3 3 0 4 1 1 0 0 16 

第 3回 0 1 1 0 4 1 2 0 1 0 0 0 10 

男女別計 1 2 3 5 7 4 2 13 2 3 1 0 
43 

合計 3 8 11 15 5 1 
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（２）実務者研修 

① 実施期間 

 期間 受講者数（名） 修了者数（名） 

第 1回 6月 7日～11月 29日 17 15 

合計 17 15 

② 年代別受講者数（名） 

世代 20代 30代 40代 50代 60代 

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

第 1回 0 2 2 1 2 6 0 4 0 0 

合計 2 3 8 4 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和 4年度 

 

 

事  業  報  告 

社会福祉法人 祥風会 

 

 

特別養護老人ホーム 

デイサービス 

居宅介護支援事業所 

土浦市在宅介護支援センター 

 

 

 

 

 

理事長  羽鳥 圭一 

施設長  村山 直希 
 

 

 

 

 

〒３００－０８２３  土浦市小松３－１８－１８ 

T E L  ０２９－８２６－２９４１ 

F A X  ０２９－８２６－２９４６ 

U R L  https://showfukai.com 

E-MaiI  hiwanoen＠showfukai.com 
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特別養護老人ホーム飛羽ノ園 
介護老人福祉施設・短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

ユニット型サテライト型地域密着型介護施設（とわ） 

 

【１】運営（運営方針に対する報告） 
１．介護福祉施設  

 権利擁護の視点に立ったケアを実践するため、職員の接遇力の向上に焦点を当てた一年だった。入居者が安心した生活を維持する

事を目的に挙げ、権利擁護推進委員会が中心となり委員会の定期開催や職員アンケートの実施、現場職員の接遇状況の確認等を行

い職員の接遇力向上につなげる足掛かりを作ることが出来た。次年度へ向け、権利擁護活動の更なる発展を図っていく必要がある。 

 科学的介護情報システムでは、厚労省へのデータ入力を行い定期更新が出来た。しかし、フィードバックされた情報を活用するに至

らず、次年度へ向けての課題となった。 

 

2. 短期入所・介護予防短期入所生活介護 

 在宅生活が困難となり、入所を待つ形で長期的にショートステイを利用する方が多い中、他サービスを併用しつつ、家族の介護負担

軽減のための利用ニーズもあった。 

老々介護や独居など、家族の介護力の状況に合わせた送迎時の移動・移乗支援、施設利用に関しての情報提供や新たなニーズの

発見など家族や担当ケアマネジャーとの連携を強化し信頼関係の構築に努めた。 

 

3.稼働率報告 

種 別 従来 ユニット ショートステイ 

年 度 令和 3年度 令和 4年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 3年度 令和 4年度 

年間ベッド数（最大） 18,250 18,250 7,300 7､300 3,650 3,650 

利用延べ人数 18,217 18,220 7,265 7,167 3,002 2,859 

稼働率（％） 99.8 99.8 99.5 98.1 82.2 78.3 

 

【２】事業実績（主に数値的な報告） 
１.入居者推移・実数 

（１）入退居者数 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

従来 入所 0 1 1 0 1 3 2 1 1 1 0 1 12 23 

退所 0 1 1 0 2 2 2 1 1 1 0 1 12 22 

とわ 入所 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 3 5 

退所 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 4 5 

（２）入居・退居経路 

入居経路 従来型 ユニット 退居経路 従来型 ユニット 

居宅 8 2 永眠 7 1 

病院 3 0 病院 5 3 

老健 0 1 老健 0 0 

有料老人ホーム 0 0 居宅 0 0 

特養 1 0 特養 0 0 

計 12 3 計 12 4 

前年度計 22 4 前年度計 20 5 

（３）要介護度別 ※令和 5年 3月 31日現在 

要介護度 

性別 
人数計 前年度 

男 女 

従来 とわ 従来 とわ 従来 とわ 従来 とわ 

1 2 0 2 3 4 3 3 0 

2 2 0 2 3 4 3 4 5 

3 9 1 11 8 20 9 17 9 

4 5 0 14 3 19 3 21 5 

5 0 0 3 1 3 1 5 1 

合 計 18 1 32 18 50 19 50 20 

平均要介護度 2.9 3.0 3.4 2.7 3.3 2.7 3.4 3.1 
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（４）年齢構成 ※令和 5年 3月 31日現在 

年齢（歳） ～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～ 合計 

従来 
男性 2 1 1 2 1 4 7 18 

女性 0 0 0 2 9 5 16 32 

とわ 
男性 0 1 0 0 0 0 0 1 

女性 0 0 1 1 1 3 12 18 

合計 2 2 2 5 11 12 35 69 

前年度 0 2 3 6 10 25 24 70 

（５）入居者要介護度別利用状況 

 ①従来 

月 要介護度 1 2 3 4 5 合  計 

4 

実人数 

（延人数） 

 

3（９０） 4（120） 17（510） 21（630） 5（150） 50（1,500） 

5 3（９３） 4（124） 18（553） 21（625） 5（155） 51（1,550） 

6 3（９０） 4（１２０） 19（540） 20（600） 5（150） 51（1,500） 

7 3（93） 5（124） 18（558） 19（558） 7（217） 52（1,55０） 

8 3（93） 5（155） 18（558） 19（559） 6（185） 51（1,550） 

9 4（114） 5（150） 20（600） 18（511） 5（115） 52（1,490） 

10 4（124） 5（155） 21（619） 20（589） 2（62） 52（1,549） 

11 4（120） 5（150） 21（610） 19（556） 2（60） 51(1,496) 

12 4（124） 5（147） 20（620） 19（566） 3（93） 51（1,550） 

1 4（124） 4（124） 20（613） 20（596） 3（93） 51（1,550） 

2 4（112） 4（112） 20（560） 19（532） 3（84） 50（1,400） 

3 4（124） 4（124） 20（605） 19（589） 3（93） 50（1,535） 

R4 43（1,301） 53（1,605） 233（6,946） 233（6,911） 49（1,457） 611（18,220） 

R3 38（1,157） 53（1,519） 163（4,774） 288（8,504） 79（2,263） 621（18,217） 

②とわ 

月 要介護度 1 2 3 4 5 合  計 

4 

実人数 

（延人数） 

 

0（０） 5（150） 9（270） 5（150） 1（30） 20（600） 

5 0（０） 5（150） 9（279） 5（155） 1（31） 20（620） 

6 0（０） 5（150） 9（270） 5（150） 1（30） 20（600） 

7 0（０） 5（155） 9（279） 5（155） 1（31） 20（620） 

8 0（０） 5（155） 9（279） 4（113） 2（62） 20（609） 

9 0（０） 5（150） 9（270） 4（99） 2（60） 20（579） 

10 1（31） 4（124） 9（279） 4（124） 2（62） 20（620） 

11 2（60） 3（９０） 9（270） 4（120） 2（60） 20（600） 

12 3（７８） 3（９３） 9（261） 4（100） 2（59） 21（591） 

1 3（９３） 3（９３） 9（279） 3（93） 1（31） 19（589） 

2 3（８４） 3（８４） 10（266） 3（84） 1（28） 20（546） 

3 3（93） 3（９３） 10（283） 3（９３） 1（３１） 20（593） 

R4 15（439） 49（１，４９２） 110（3,285） 49（１，４３６） 17（515） 240（７,１67） 

R3 0（0） 44（1,323） 99（2,974） 62（1,886） 38（1,082） 243（7,265） 

≪考察≫ 

 今年度、入所された入居者の多くは長期ショートステイからが中心であった。同施設内ということもあり、環境の変化はほぼ無くス

ムーズに入所に移行する事が出来た。入居者にとって環境を変えることなく入所が出来る事は大きなメリットである。しかし、長期シ

ョートステイからユニット“とわ”への入所をご希望の方に関しては、環境が変わってしまうため入所をキャンセルされる方が複数名お

り、ユニット“とわ”での新規入所者決定までに時間を要してしまう事があった。老人保健施設や小規模多機能といった他サービスか

らの受け入れもあり、今後も様々な施設と連携強化し、地域で困っている方の受け入れを行っていきたい。 
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（６）短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

月 要介護度 支援 1 支援 2 介護 1 介護 2 介護 3 介護 4 介護 5 合 計 

4 

実人数 

（延人数） 

0（０） 0（０） 3（42） 0（０） 7（164） 3（62） 0（０） 13（268） 

5 0（０） 0（０） 4（51） 0（０） 7（158） 3（68） 0（０） 14（277） 

6 0（０） 0（０） 4（68） 0（０） 6（125） 3（８９） 0（０） 13（282） 

7 0（０） 0（０） 4（73） 0（０） 5（119） 3（９３） 0（０） 12（285） 

8 0（０） 1（２） 3（７０） 0（０） 5（９７） 4（８９） 1（４） 14（262） 

9 0（０） 1（４） 3（４２） 0（０） 3（62） 2（60） 1（８） 10（176） 

10 0（０） 1（４） 3（３６） 1（８） 5（１００） 3（４１） 1（１７） 14（206） 

11 0（０） 1（４） 2（５４） 2（３） 4（７６） 3（７１） 1（１８） 13（226） 

12 0（０） 1（２） 3（50） 2（14） 4（88） 2（54） 1（20） 13（228） 

1 0（０） 1（４） 2（39） 1（31） 4（5９） 2（33） 1（17） 11（183） 

2 0（０） 1（４） 2（36） 1（28） 4（52） 2（56） 2（30） 12（206） 

3 0（０） 1（４） 2（35） 2（34） 3（65） 2（62） 2（54） 12（254） 

R4 
0 

（０） 

8 

（28） 

35 

（596） 

9 

（118） 

57 

（１,１６５） 

32 

（778） 

10 

（168） 

151 

（2,853） 

R3 
0 

（０） 

0 

（０） 

27 

（272） 

44 

（529） 

57 

（1,047） 

44 

（739） 

19 

（415） 

191 

（3,002） 

≪考察≫ 

長期ショートステイを希望している方が大半を占めていた。独居や老々介護、核家族世帯の増加が目立ち介護力が減退している家

庭が多く見られた。また、要介護度が 3 に満たない入居者であっても医療機関退院後や他施設の長期利用後に、在宅生活が困難と

なり飛羽ノ園を希望される方が多かった。しかし、家族の介護を受けながら在宅生活を維持している方のニーズも一定数あり、家族

や担当ケアマネジャー等と連絡調整し多くの方が住み慣れた地域での生活を維持できるよう努めた。 
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特別養護老人ホーム 飛羽ノ園（従来型） 
 

【1】 重点目標：尊厳をもったケアの浸透 
昨年より権利擁護の勉強会を行い、一人ひとりの意識向上に努めた。しかし、入居者に対して「ちゃん」付けで呼ぶ職員がおり、この

ような習慣を取り除くことが出来なかった。今後の課題にしていきたいと考えている。 

〔計画内容〕 

（１）職員の知識・技術の向上 

各委員会を中心としポジショニングやガウンテクニックの勉強会を実施できた。少しずつではあるが技術向上に取り組めたと感じ

る。今後は看取りケアや医療的知識・技術の向上も視野に入れ医務と連携していく。 

（２）他職種との連携を図り、入居者の情報の共有を行なう。 

医務やケアマネジャーなど、多職種とのコミュニケーションをしっかり取り情報共有を行えた。 

（３）家族との更なる信頼関係の構築 

コロナ禍という事もあり、家族とのコミュニケーションの機会が少なかった。窓越し面会や電話等で入居者の状況を伝

え、家族にも安心して頂けるよう取り組んでいけたら良かったと感じる。 

 

1．医務  

（１）長谷川式スケール実施状況 

※30点満点中 20点以下は認知症の可能性が高い（診断結果は参考） 

年齢（歳） 性別 
点  数 

合計 
0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30 

～64 
男 0 0 0 1 0 0 1 2 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69 
男 0 0 0 0 0 1 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

70～74 
男 0 0 0 0 1 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

75～79 
男 0 1 0 0 1 0 0 2 

女 1 0 0 0 0 0 1 2 

80～84 
男 0 0 0 0 1 0 0 1 

女 3 1 1 1 1 2 0 9 

85～89 
男 3 1 0 0 0 0 0 4 

女 1 3 2 0 0 0 0 6 

90～94 
男 1 2 0 1 1 0 1 6 

女 2 2 3 2 2 0 0 11 

95～ 
男 0 0 0 0 0 1 0 1 

女 1 2 0 0 0 1 0 4 

計 12 12 6 5 7 5 3 50 

（２）日常生活状況（ADLの状況）※令和 5年 3月 31日現在 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

人数 41 3 6 18 17 15 5 17 28 6 15 29 

前年度 14 30 6 8 10 32 6 16 28 7 14 29 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 自立 一部介助 全介助 

人数 5 32 13 15 20 15 8 2 10 5 35 

前年度 5 24 21 12 22 16 10 2 11 9 18 

（３）処置・看護記録集計（ショートステイ含む） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

点眼 245 218 211 190 188 173 148 150 147 150 115 82 2,017 

処置 278 189 222 168 228 204 179 146 112 153 132 140 2,151 

軟膏・湿布 548 526 670 623 532 499 483 546 333 249 371 137 5,517 

テープ 62 62 60 62 62 60 86 90 90 90 84 92 900 

救急対応 0 3 1 0 2 0 0 1 0 0 1 0 8 

看取り 0 1 0 0 1 2 0 1 0 1 0 0 6 

 

 



13 

（４）他科受診年間状況 

受診科名 眼科 内科 整形外科 皮膚科 泌尿器科 心療内科 合 計 

延人数 2 39 36 28 0 0 

353 

受診科名 外科 歯科 訪問歯科 脳神経外科 呼吸器科 乳腺外来 

延人数（名） 2 1 192 1 1 3 

受診科名 形成外科 耳鼻科 消化器科 精神科 神経内科 口腔外科 

延人数（名） 11 1 0 4 8 2 

受診科名 婦人科 腎臓内科 循環器内科 代謝内科 脳神経内科 緩和ケア 

延人数（名） 1 0 10 0 8 3 

（５）入浴実施状況 

①特養 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

特浴 160 163 139 155 159 138 96 83 87 63 71 163 1,477 

一般浴 257 284 246 251 271 262 286 296 276 274 268 315 3,286 

合 計 417 447 385 406 430 400 382 379 363 337 339 478 4,763 

②短期入所生活介護（予防・空床利用含む） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

延べ人数（名） 77 78 80 76 68 48 51 56 57 44 60 67 762 

≪考察≫ 

 入居者一人ひとりの ADＬを観察し、どのようにしたら残存機能を出来る限り活かした支援を実施できるか検討し、状況に合わせた

ケアを提供する事が出来た。 

 入居者の状態・処置内容の報告など、嘱託医と日々連携に努めた。必要時には他科受診を行ない状態改善に結びつけることが出来

た。 

 

2．給食 

（１）令和 4年度 栄養給与基準量及び通常食提供量 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ 蛋白質 脂質 ｶﾙｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 ﾋﾞﾀﾐﾝ B2 ﾋﾞﾀﾐﾝ C 食塩 

単位 Kcal g g mg mg mg mg mg g 

目標値 1,550 55 33.8 630    6.3 1.00 1.00   100 6.8 

4月 1,625 63.7 39.5 582 9.6 0.84 0.98 81 7.5 

5月 1,642 63.9 40.6 593 10.0 0.86 0.97 81 7.8 

6月 1,642 63.4 41.3 571 9.7 0.89 0.98 82 8.0 

7月 1,641 63.3 41.5 597 10.1 0.86 0.97 81 7.7 

8月 1,635 64.3 41.3 598 10.4 0.84 0.97 84 8.5 

9月 1,653 66.2 41.3 594 10.5 0.91 1.03 79 8.7 

10月 1,648 64.1 40.5 598 10.4 0.89 0.98 80 8.7 

11月 1,565 60.8 38.8 566 9.6 0.80 0.94 72 5.8 

12月 1,655 65.5 41.3 589 9.8 0.84 0.97 96 8.5 

1月 1,591 65.4 41.8 580 10.4 0.83 0.97 96 8.5 

2月 1,648 64.6 42.7 588 10.1 0.85 0.98 88 8.8 

3月 1,650 62.4 43.7 557 10.0 0.80 0.97 71 7.7 

（２）食事提供状況 

 ①食数 

 朝食 昼食 夕食 合  計 

特養 17,785 17,686 17,778 53,249 

ユニットとわ 7,137 7,089 7,136 21,362 

ショートステイ 2,603 2,823 2,633 8,059 

デイサービス 0 4,769 0 4,769 

職員 365 2,012 365 2,742 

来客 0 5 0 5 

実習生 0 0 0 0 

延人数（名） 27,890 34,384 27,912 90,186 
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 ②選択食 

日 時 A B 

4月 23日 魚のトマトソース ミートローフのトマトソース 

5月 26日 鶏のから揚げ サバの梅おろしあんかけ 

6月 22日 かに玉 白身魚のフリッター香味ソース 

7月 25日 チキンソテートマトソース 魚のムニエルタルタルソース 

8月 27日 麻婆茄子 魚のから揚げネギソース 

9月 27日 牛すき煮 魚のおろし煮 

10月 26日 鶏肉の柚香焼き サーモンフライ 

11月 24日 白身魚フライ チンジャオロース 

12月 30日 チキンソテー サバのトマト煮 

1月 28日 鶏肉のオニオンソース かにクリームコロッケ 

2月 22日 はんぺんフライ 豚玉とじ 

3月 20日 鮭とチーズのカツ 家常豆腐 

③行事食（従来型） 

1 
日 時 4月 13日 行事名 イベント食 

五目御飯、天ぷら盛り合わせ、からし酢味噌和え、フルーツ、お吸い物 

2 
日 時 5月 5日 行事名 イベント食 

そら豆と桜えびの御飯、かつおのたたき、春キャベツ新じゃがのサラダ、フルーツ、清汁 

3 
 日 時 6月 18日 行事名 イベント食 

しらすと生姜の炊き込みご飯、夏野菜と揚げ鶏の梅おろし、冬瓜のエビあんかけ、フルーツ、みょうがと卵の清汁 

4 
日 時 8月 3日 行事名 納涼祭 

焼きそば、バーべキュー、たこ焼き、枝豆、胡瓜漬け、焼き芋、ジュース 

5 
日 時 8月 16日 行事名 イベント食 

味の香り御飯かぼす風味、鶏のから揚げ梅おろし、胡麻和え、フルーツポンチ、清汁 

6 
日 時 9月 10日 行事名 イベント食 

秋の味覚丼、小芋のみぞれ揚げ出し、フルーツ、清汁 

7 
日 時 9月 14日 行事名 敬老会 

うなぎちらし寿司、天ぷら盛り合わせ、茶碗蒸し、清汁 

8 
日 時 10月 13日 行事名 イベント食 

松茸ごはん、天ぷら盛り合わせ、利休和え、漬物、フルーツ、芋煮汁 

9 
日 時 11月 15日 行事名 イベント食 

きのこおこわ、つくね焼きおろしポン酢、春菊の和風サラダ、フルーツ、さつま芋豚汁 

10 
日 時 12月 21日 行事名 クリスマス会 

エビグラタン、タンドリーチキン、サーモンマリネ、ポテトサラダ、コーンスープ、芋モンブラン 

11 

日 時 12月 24日 行事名 イベント食 

カレーピラフ、チキンステーキバジルパスタ添え、海老のカクテルサラダ、南瓜のポタージュ、 

フルーツ、クリスマスロールケーキ 

12 
日 時 1月 1日 行事名 元旦 

彩ちらし寿司、炊き合わせ、おせち 2種、フルーツ、清汁 

13 
日 時 1月 2日 行事名 イベント食 

御飯、お煮しめ、マグロの剥き身、きんとんの寒天寄せ、味噌汁 

14 
日 時 2月 3日 行事名 節分 

ちらし寿司、豆腐の揚げ出し、酢味噌和え、フルーツ、イワシのつみれ汁 

15 
日 時 3月 3日 行事名 ひな祭り 

にぎり寿司、海老しんじょのみぞれあんかけ、お浸し、フルーツ、清汁 

（３）栄養ケアマネジメント 

 ①栄養ケアカンファレンス（開催回数 32回） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

人数（名） 33 15 10 27 4 25 23 20 12 2 20 13 223 

（４）会議・研修 

・給食会議   毎月第 4水曜日 

・全体会議   毎月 10日 

・茨城県栄養士会研修、茨城県福祉栄養士会研修 
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≪考察≫ 

 前期にかなり状態の悪い入居者が多く、濃厚流動食やとろみを使って摂取している方が多かった。とろみのつけ方にもばらつきが

見られた。体重が大きく減少したり摂取量が減少したりしている入居者には、看護師から嘱託医に相談してエンシュアを処方してもら

うなど介護職と連携し対応できるようになってきている。 

 

3．施設ケアマネジャー 

（１）ケアカンファレンス・認定調査 

 ①ケアカンファレンス実施人数（開催合計 入居 38回 SS22回） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

入居（名） 5 12 12 6 11 16 4 11 12 7 8 13 117 

SS（名） 3 1 1 2 2 3 5 2 2 1 4 3 29 

②認定調査の実施人数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

人数（名） 4 6 1 3 4 1 2 1 3 0 3 0 28 

≪考察≫ 

 定期的にカンファレンスを開催でき、以前よりも 1 人にかける時間を増やすことができた。状態の変化や新たな課題

など他職種からの気付きを大切にしながら見直しを行ったが、カンファレンスの中で入居者本人のやりたい事や意欲、

満足度への視点が不足していたと感じる。入居者とのコミュニケーションを増やしながら、日常生活の中で何か一つで

も楽しみを見つけたり、できることを続けられたりと、達成感や満足感を感じて頂けるように、個別性を大切にしたプラ

ンができるよう、カンファレンスの内容の充実化を図っていきたい。 

 

4．委員会 

（１）委員会活動報告・反省 

1 入所検討委員会 

新規申込者の情報共有の他、点数やランクでは表す事の出来ない切迫性まで考慮し入所検討を実施

する事が出来た。また、地域の民生委員や高齢福祉課職員とも連携し情報共有に努めた。 

2 身体拘束廃止委員会 

やむを得ず身体拘束を実施している入居者がおり、委員会を月 1 回で開催し、現況報告と身体拘束実

施時間の検討を行った。 

3 感染症対策委員会 

今年度もコロナ対応も含め重要な年になった。コロナ発生時、臨時に委員会を実施したり、振り返りも

実施し反省点、課題を出してきた。来年度も委員会として感染症に対し積極的に取り組み対応してい

きたい。 

4 災害防火委員会 
毎月の避難訓練を実施した。新たにマニュアルの作成や訓練時の指示役の設定を行い、円滑に訓練を

行うことができた。 

       

5     介護力向上委員会 

オムツ類やラクーナなどの発注業務、入浴者リストや排泄表の管理、おむつメーカーの変更検討を行っ

た。その他には、浴室整備として特浴室の改善を行った。 

6 寄添う看取り委員会 
看取りに対してマニュアルの見直しを行った。来年度もマニュアルの整備を検討して入居者一人ひとり

に対応できるようにしていきたい。 

7 褥瘡予防委員会 

定期的に勉強会を行い、入居者にあったポジショニングやエアーマットを使用し、以前より褥瘡の入居

者が少なくすることが出来た。 

8 胃ろう・吸引対策委員会 

胃ろう、吸引に関わる事がなく活動が出来ていなかった。来年度は医療的な勉強会等を検討し知識の

向上を図っていく。 

9 営繕委員会 

修理道具の購入、車椅子の全台番号管理、修理業者の変更を行ってきた。来年度も番号管理を継続

し、修理、処分を速やかに行っていく。 

10 広報委員会 

飛羽ノ園便りの定期発行の他、SNS への掲載の強化を図った。フォロワー数も増えているため、今後

も継続して掲載していきたい。 

11 レクリエーション委員会 季節ごとの掲示物を作成し、月ごとの甘味や外出ドライブ等四季を感じて頂けた。 
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（２）行事報告 

月 日 内 容 
参加者 

入居者 職員 その他 合計 

4 
2～10 お花見散歩 35 30 0 65 

2 4月誕生会 2 2 0 4 

5 
28 5月誕生会 3 2 0 5 

29 甘味処（アイスクリーム） 56 9 0 65 

6 
22 甘味処（どら焼き） 56 9 0 65 

25 6月誕生会 7 2 0 9 

7 
23 甘味処（あんみつ） 52 8 0 60 

31 7月誕生会 4 2 0 6 

8 
3 納涼祭 58 12 0 70 

27 8月誕生会 7 2 0 9 

9 
3 甘味処（練り切り） 52 7 0 59 

14 敬老祝賀会 78 14 0 92 

10 

15 甘味処（ティラミス） 54 6 0 60 

29 外出ドライブ（予科練記念館） 2 2 0 4 

30 9月・10月 合同誕生会 6 3 0 9 

11 
12 甘味処（スイートポテト） 54 8 0 62 

20 11月誕生会 2 2 0 4 

12 
21 クリスマス会 58 13 3 74 

24 12月誕生会 6 3 0 9 

1 
3 正月式 76 9 0 85 

15 1月誕生会 9 3 0 12 

2 
18 豆まき＆甘味処（ロールケーキ） 55 10 0 65 

25 1月・2月 合同誕生会 11 3 0 14 

3 
19 甘味処（たこ焼き） 59 10 0 69 

25 3月誕生会 9 4 0 13 

≪考察≫ 

 誕生会・甘味処といった定期開催の行事は毎月の楽しみとして浸透しているため、今後も継続して実施したい。また、

今後はさらに内容を工夫し、ニーズにあった企画をすることで、入居者の満足度を上げていきたい。定期行事以外にも

季節やその時々に合った企画を増やすことが今後の課題である。 

5．ユニット費 

月平均額 年間累計 

￥5,974 ￥71,687 

・主に日用品の購入が多くなってしまった。 

・レクリエーションや甘味処での使用が増えており、今後も利用者と一緒に行える用品等の購入を中心にユニット費を活

用していきたい。 

 

6．研修 

（１）内部研修報告 

①施設全体研修（従来型・ユニット・デイ・在支・居宅・事務）19:00～19:30 

月 日 内容（対象者） 参加人数 

4 8 人事考課と目標設定 33名 

5 10 誤嚥性肺炎 18名 

6 10 ケアプランとは？ 15名 

7 8 事故とヒヤリと報告書① 29名 

8 10 事故とヒヤリと報告書② 31名 

②部署内研修 

5 25 接遇・嘔吐物の処理について（従来・ユニット） 18名 

6 22 褥瘡予防について（従来） 15名 

9 28 体位変換クッション等の使用方法（従来） 17名 
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（２）外部機関研修 

研修名 開催時期 研修内容 人数 

認知症介護実践者研修（オンライン） 
6月 9日～ 

7月 9日 
認知症になってもその人らしく生活するための支援 1名 

BCP策定フォローアップ研修会 9月 6日 災害や緊急事態へ備え、BCPの策定の流れと手順確認 1名 

デイサービスにおける LIFEに関する研修会

（オンライン） 
9月 30日 「科学的介護情報システム（LIFE）」の目的と概要（デイ） 2名 

看取りケア研修 

（オンライン） 
10月 26日 高齢社会に求められる医療と介護の連携（従来） 1名 

スキルアップ研修 11月 26日 
高齢者の介護予防を目的としたスクエアステップの普及と運動指導者の研

修（在支） 
1名 

高齢者権利擁護研修（オンライン） 2月 14日 身体拘束等の適正化の推進に向けた研修（従来・ユニット） 2名 

福祉サービス苦情解決研修会（オンライン） 3月 8日 福祉サービスにおける苦情解決体制の仕組みづくり（ユニット・デイ・事務所） 5名 

合計 7回 13名 

（３）老人福祉施設協議会の県南・土浦地区ケアマネジャー研究会・交流研修 

コロナ拡大防止のため未参加。 

≪考察≫ 

 感染症対策のために開催できなかった内部研修があったが、必要な部分の研修実施に努めた。また、委員会主導の勉強会を各部署

で開催する事で、より実践に近い内容を実施できた。外部研修に関しては、研修環境が整っていることで、積極的にオンライン研修へ

の参加を行う事が出来た。 

 

7．実習生受入れ 

8．ボランティアの受け入れ 

9．地域貢献活動「ふらっと HIWA～介護のことなんでも語らおう」 

※7.8.9については、昨年度同様、コロナ拡大防止のため、中止とした。 
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特別養護老人ホーム 飛羽ノ園（とわ） 
 

【１】 重点目標：安心・安全で日々楽しみを持てるような生活の場を提供する 
入居者が安心・安全に生活できるようなケアの統一が今年度は不十分であった。また、感染症対策もありイベントも毎月開催するこ

とも出来ていなかった。来年度はその人その人に合わせた介護を職員全員が理解できるようにし、入居者に適切な支援を提供出来

るようにしていきたい。また、イベントも大きなものにこだわらず甘味など開催しやすいものを多く取り入れ、日々の楽しみを増やし

していけるようにしていきたい。 

〔計画内容〕 

（１）24時間シート、介護過程に即した介護・支援の提供 

日々の生活から課題、ニーズを抽出し各ユニット会議で話し合いの場を設け個々に応じた支援の提供を行うように努めたが介護に

関しての知識や経験の差があり統一した支援の提供まで行き届かなかった部分があった。研修の参加や勉強会を開催しチームケア

の質を高め介護過程に即した支援の提供を次年度の課題としたい。24 時間シートの活用が出来なかった。個々の状況・状態を見直

しニーズに沿った物を作成し活用していきたい。 

（２）各ユニット、または協力したイベントを企画・開催する 

今年度もコロナ予防により密を避ける為、各ユニットでのイベント開催が主となった。また、人員不足により業務優先になり毎月の

開催も出来なかった。来年度は感染対策を講じながら日々の楽しみが持てるよう各ユニット、両ユニット合同のイベントを企画し増や

していきたい。 

（３）とわ庭作り 

年間を通して「とわ庭」の活用まで出来なかった。来年度は季節を感じて頂けるよう入居者と一緒に草花や野菜の栽培をしていき

たい。 

 
１．医務  
（１）長谷川式スケール実施状況 ※30点満点中 20点以下は認知症の可能性が高い（診断結果は参考） 

年齢 性別 
点  数 

計 
0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30 

～64 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69 
男 0 0 1 0 0 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

70～74 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 1 0 0 0 1 

75～79 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 1 0 0 0 0 1 

80～84 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 0 0 0 0 0 0 1 

85～89 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 0 1 0 0 1 0 3 

90～94 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 4 1 1 0 1 0 8 

95～ 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 1 1 0 1 1 4 

計 3 4 5 3 0 3 1 
19 

（1名入院） 

（２）日常生活状況（ADLの状況）※令和 5年 3月 31日現在 ※単位は人 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

人数 0 17 2 0 15 4 0 15 4 0 15 4 

前年度 0 18 2 0 20 0 0 16 4 0 20 0 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 自立 一部介助 全介助 

人数 0 15 4 0 15 4 0 7 0 6 6 

前年度 0 16 4 0 16 4 0 8 0 8 4 
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（３）処置・看護記録集計（ショートステイ含む） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

点眼 102 87 60 62 62 60 62 72 93 62 56 62 840 

処置 55 40 16 46 20 27 66 45 42 44 46 15 462 

軟膏・湿布 68 55 65 53 45 25 22 20 20 38 35 51 497 

テープ 30 31 30 31 31 30 31 30 6 0 0 0 250 

救急対応 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 3 

看取り 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

（４）他科受診年間状況 

受診科名 眼科 内科 整形外科 皮膚科 泌尿器科 心療内科 合 計 

延人数 0 2 4 2 19 0 

 284 

受診科名 外科 歯科 訪問歯科 脳神経外科 呼吸器科 乳腺外来 

延人数 0 0 234 8 0 0 

受診科名 形成外科 耳鼻科 消化器科 精神科 神経内科 口腔外科 

延人数 2 0 0 8 5 0 

（５）入浴実施状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

むべ 83 91 83 87 79 70 80 75 89 68 76 81 962 

わかくさ 76 89 86 85 82 76 84 85 75 74 77 89 978 

合 計 159 180 169 172 161 146 164 160 164 142 153 170 1,940 

 

２．給食 
（１）食事提供状況 

①行事食（ユニット・とわ） 

1 
日 時 ４月１３日 行事食 １０周年記念イベント食 

赤飯、刺身、天ぷら盛り合わせ、豚しゃぶ、べったら漬、味噌汁、ロールケーキ 

2 
日 時 ５月４日 行事食 わかくさ イベント食 

ハンバーガー、卵サンド、コーンスープ、フライドポテト、ナゲット 

3 
日 時 ５月 18日 行事食 松花堂弁当 

赤飯、チキンカツ、大根の翡翠煮、和え物、冷奴、あんみつ、清汁 

4 
日 時 ５月２５日 行事食 むべ イベント食 

御飯、ビーフシチュー、野菜サラダ、ババロア 

5 
日 時 ７月２７日 行事食 納涼祭 

お好み焼き、流しそうめん、フランクフルト、やきとり、胡瓜漬け、かき氷、ジュース 

6 
日 時 ９月１４日 行事食 敬老会 

うなぎちらし、天ぷら盛り合わせ、茶わん蒸し、清汁、あんみつ 

7 
日 時 １１月９日 行事食 わかくさ うどん打ち 

手作りうどん、冷奴、豚汁、おしんこ、芋モンブラン 

8 
日 時 １１月２３日 行事食 むべ イベント食 

ほうとううどん、茶わん蒸し、フルーツ（柿） 

9 
日 時 １２月２１日 行事食 クリスマス会 

エビピラフ、エビグラタン、から揚げ、ポテトサラダ、コーンスープ、芋モンブラン 

10 
日 時 ２月１６日 行事食 わかくさ イベント食 

てまり寿司、豚汁 

11 
日 時 ２月２２日 行事食 むべ イベント食 

御飯、豚大根ボール、エノキとかにかまのマヨネーズ和え、ほうれん草の味噌汁、漬物、フルーツ 

12 
日 時 ３月２２日  行事食     イベント食 

幕の内弁当、味噌汁、桜もち（わかくさ）、どら焼き（むべ） 

３月２３日ベビーカステラ、フルーツ、生クリーム添え（むべ）（２）栄養ケアマネジメント 

 ①栄養ケアカンファレンス（開催回数 11回） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

人数(名) 0 0 21 0 0 20 0 0 21 0 1 19 82 

≪考察≫ 

 比較的体調が落ち着いてる入居者が多く、以前に比べて食事もしっかり食べている。入居者の入れ替わりも少なかっ

た。介護職員も食事量等に関しては早めの対応ができていた。もう少し行事食や甘味など入居者の食の楽しみが増やし

ていければよかった。 
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３．施設ケアマネジャー 

（１）ケアカンファレンス・認定調査 

 ①ケアカンファレンス実施人数（開催合計 22回） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

人数（名） 2 2 4 4 4 5 2 1 6 5 4 3 42 

②認定調査の実施人数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

人数（名） 0 2 1 1 2 1 0 0 0 0 0 1 8 

≪考察≫ 

 カンファレンスの日程調整が難しかったが、ユニット会議の中に組み込んでもらい、個別に時間を作りながらプランの

見直しを行う事ができた。カンファレンスの内容の充実化を図る事はできなかったが、職員や入居者との日々のコミュ

ニケーションの中で、新たな課題や個々のやりたい事などを聞きながらユニットケアの特性を活かした、その人らしい生

活の継続ができるように広い視点から全体像の把握に努めていきたい。また、カンファレンスの実施方法についても検

討していきたい。 

 

４．委員会 

（１）委員会活動報告（以下はとわのみの委員会） 

1 物品購入委員会（とわ） 
極力無駄な在庫は抱えないように努める事が出来た。 

来年度も節約を心掛け在庫を抱え込まないような発注が出来るよう在庫管理に努める。 

2 運営推進委員会（とわ） 年間を通して委員会への参加が難しかった。来年度は参加できるよう努めていきたい。 

3 リハビリ委員会（とわ） 

年間を通して委員会としての活動が出来ていなかったが You tube を活用しての体操は

日常的に実施できるようになってきた。来年度は PT や OT、Ns と連携し全体や個人でそ

れぞれできるリハビリを行えるようにしていきたい。 

4 とわ菜園委員会（とわ） 
年間を通して活動が少なかった。来年度は入居者様と一緒に季節を感じられる草花や野菜

の栽培をしていきたい。 

（２）行事報告 

月 日 内 容 
参加者 

入居者 職員 その他 合計 

4 2､6～9 お花見散歩 16 16 0 32 

6 29 牛久大仏ドライブ 8 6 0 14 

7 27 とわ納涼祭・花火大会 20 20 0 40 

9 14 敬老祝賀会 78 14 0 92 

12 21 とわクリスマス会 20 13 3 33 

1 3 正月式 20 14 3 34 

+≪考察≫ 

・年間を通して活動が出来ている委員会と出来ていない委員会があった。来年度はあまり差がつかないようにすべての

委員会を実施出来るようにしていきたい。 

・コロナの影響もあり外出行事が少なかった。来年度は緩和されるので少しずつ外出行事を増やせるよう企画をしてい

きたい。また外出が難しい入居者も楽しんで頂けるような室内で実施できるイベントも企画していきたい。 

 

５．ユニット費 

 ①わかくさ 

月平均額 年間累計 

￥11,829 ￥141,955 

  ・主に日用品や雑貨の購入が多かった。 

 ・入居者と一緒に楽しめるよう工作費を増やし楽しみを増やせる事が出来た。 

②むべ 

月平均額 年間累計 

￥12,560 ￥150,728 

・主に日用品、雑貨の購入が多かった。 

・ユニット費での購入に判断が迷う事が多かった。 

 ・目で楽しめるような物（花壇、菜園）やレクリエーション用品、インテリアへの使用も増やしていきたい。 
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飛羽ノ園デイサービスセンター指定通所介護事業所 

指定通所介護・介護予防通所介護事業 
土浦市介護予防・日常生活支援総合事業 

（通常規模型・利用定員 25名） 
 

１．運営 
 前年度に引き続き、傾聴することで利用者のニーズを把握し、希望に添えるよう努めた。また、利用者の残存機能を活かした対応を

することで、より長く健康で満足できる在宅生活を継続できるよう努めた。その為に、職員一人一人が介護技術の向上のための取り

組みを行い、その結果、会議での発言や日々の対応の中で利用者の立場に立った意見が少しずつ多く聞かれていく変化が見られた。 

また、介護支援専門員との連携を強化するため毎月 1回の定期報告を継続し、状況変化があった際も、その都度、報告をした。コ

ロナの影響もあり、大幅に利用者数が減少となってしまったが、その後の営業活動により徐々に登録者数は回復傾向となった。コロ

ナの情報に注意しながら、営業活動を継続することやケアマネジャーへの訪問機会を継続する重要性を再確認できた。 

 

２．実績報告 
（１）月別利用状況 

 

（２）年間利用状況の推移 

 
（３）介護度別利用状況 

 前年度と比較して、大幅に延べ人数が減少している。特に、要介護 2の利用者が半数近くに減っており、１０月末の新型コロナウイ

ルス感染症の発生により、利用を控えた方がいたことや要介護認定の区分が変更となり入所となった利用者、他サービスに移行した

利用者が多くいた為ではないかと考える。 

 

延人数 事業対象者 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

令和 3年度 84 4 270 2,100 1,140 1,154 268 584 5,604 

令和 4年度 58 12 231 2,157 699 1,157 104 508 4,926 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和3年度 74.5% 74.8% 74.6% 71.9% 68.3% 70.9% 70.2% 72.2% 73.2% 68.7% 75.0% 73.5%

令和4年度 70.8% 73.5% 75.2% 74.2% 67.3% 68.2% 60.6% 50.6% 55.4% 56.5% 56.5% 53.2%

0.0%

10.0%

20.0%
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40.0%
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80.0%

稼働率

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

延人数 5,928 5,499 4,874 5,180 5,681 5,715 5,580 5,654 5,604 4,926

稼働率 77.6% 71.2% 62.8% 66.8% 73.6% 74.4% 72.4% 73.0% 72.3% 63.5%
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月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

運営日数（日） 26 26 26 26 27 26 22 23 26 24 24 27 303 

実人数（名） 45 48 45 46 48 45 43 38 37 35 36 38 504 

延人数（名） 460 478 489 482 454 443 394 329 360 339 339 359 4,926 
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３．事業報告 
（１）サービスの質の向上への取組み 

 利用者参加型のデイサービスの展開を継続し、洗濯たたみや食器洗浄等を行って頂いた。シーツ交換や消毒などの参加項目も増え
た。行事でのおやつ作りでは、感染症予防に気を付け、ご自身の分はご自身で盛り付けるなどの工夫をした。 

（２）通所介護・介護予防通所事業計画書作成 

毎月、ケアマネジャーに利用者の状況報告を行い、状況の変化に応じてプランを変更する等、ケアプランに沿った通所介護計画の

作成に努めた。介護職や看護職による検討会も実施、身近にいるからこそできる評価から次の計画へと結びつけた。 

（３）入浴サービス（入浴者数・入浴率報告） 

前年同様、看護・介護職員間で連携を図り、来園時に行うバイタルサインを通して利用者の状態観察を行い、その上で状態に合わせ

た入浴サービスを行った。しかし、入浴数自体は減少しており、理由としては、入浴を予定されていても入浴時になると拒否されてし

まう方や、新たに利用開始された方の中で入浴サービスを受けない方が増えたことが考えられる。入浴拒否をされる方に対する声掛

けの工夫を行うと共に安全な入浴サービスの提供を再確認していく。また、年間を通して個浴やリフト浴を活用することがなかった

ため、入浴に関するニーズの見直しや残存機能の評価などを行い、最適な入浴方法を提供していきたい。尚、転倒や転落等のリスク

の高い方の入浴が清拭介助になり、介護量は増えるが加算を算定できないという実情もある。これらのリスクについても再評価し、

適切な入浴方法の見直しをする必要がある。 

 

（４）食事サービス 

利用者や家族・ケアマネジャーからの情報を栄養士や厨房に提供し、利用者の状態や嗜好に合わせた食事提供を行った。職員が交代

で食事介助にあたることで、職員全員が安全に食事介助ができるよう介護の質の維持・向上に努めた。また、テーブルにパーテーショ

ンの設置は継続し感染予防にも努めた。 

（５）排泄介助サービス（定時・随時） 

前年度同様、利用者個々の状態に合わせた排泄介助を行った。頻繁に尿意を訴え介助を求める方に対しては、その都度対応し、排

泄動作が自立されているがトイレまでの歩行移動に不安がある方には付き添い等必要な介助を行った。また、家族とは送迎時や連絡

帳を通して排泄に関する情報共有を行い、その中で自宅での排泄に関する相談があった際はアドバイス等も行った。 

（６）レクリエーション・行事 

年度当初は、ボール等を使用するレクリエーションを再開し、使用後は毎回消毒をして感染予防に努めたが、コロナの発生を機に、再

びホワイトボード中心のレクリエーションに戻した。外出行事では花見・紅葉ドライブを実施し、少しでも気分転換を図れるよう降車し

記念写真の撮影も行った。 

「夏祭り」「忘年会」「ありがとうの会」等は職員の出し物を中心に行い、利用者には見て楽しんで頂く形になった。普段とは逆の立場

になり、職員の描く絵や踊りに笑いが起き、たくさんの笑顔が見られた。おやつ作りも感染予防に努めながら行うことができた。厨房

と連携を取り、クレープシュゼットを利用者の目の前で行うパフォーマンスなど新しい取り組みを行い好評であった。 
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【レクリエーション実施状況（回数）】 

飾り作り 45 ボーリング 11 ちょんちょんゲーム 17 二文字入れクイズ 12 ストラックアウト 6 

言葉あそび 8 俳句 16 言葉の並び替え 18 カーリング 8 魚釣りゲーム 7 

ビンゴ 25 いつ、どこで、誰が？ 17 大人の学校 8 お手玉でポン 4 歌詞穴埋めクイズ 6 

漢字の足し算 13 漢字当てゲーム 20 替え歌 9 言葉の階段 6 ○○と言えば 1 

絵心クイズ 16 丸めて玉入れ 2 クロスワードパズル 3 計 23種類 278 

【行事実施状況（日数）】 

桜ドライブ 4 カーネーション作り 2 桜餅作り 2 パンケーキ作り 2 節分 1 夏祭り 2 

柏餅作り 2 ランタン作り 1 初詣ドライブ 7 敬老週間 4 忘年会 1 出前食 1 

ありがとうの会 2 餅つき 1 計 14種類 32 

（７）個別機能訓練（介護）・運動器機能向上（第一号通所事業）サービス 

A・B・Cと 3つにグループ分けし、脚中心の体操や上半身中心の運動等を実施した。午前中は、昨年と同様にラジオ体操と口腔体

操を行い、午後は機能訓練の他に集団での体操も実施した。自宅にいるより体を動かせた、との意見もあり、各運動が体のどの部分

に作用し、どのような場面で使うのかを説明できると更に良いと思われるので、今後の課題とする。 

        月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

機能訓練（名） 296 314 322 301 297 276 241 213 268 251 278 266 3,323 

運動器機(名) 13 16 16 14 14 14 14 17 20 28 29 23 218 

合計 309 330 338 315 311 290 255 230 288 279 307 289 3,541 

（８）送迎サービス 

 昨年度同様、本人や家族の都合・要望に対応し、時間指定や持ち物・鍵の確認など出来る限り、細かいサービス提供に努めた。職員

間で連絡状況や混雑状況、工事、通行止め等を共有し、スムーズに送迎できるよう話し合う機会もあった。コロナ対策として、利用者

は朝の車両乗車前に手指消毒と検温を行い、同居している家族の体調確認も実施した。車両走行時は随時窓を開けることで車内換

気を行い、空気が滞留しないように心がけた。安全運転に努められるよう、運転する職員の健康状態の確認も行った。 

【送迎状況（回数）】 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

迎え 
（減算） 

459 

(0) 

478 

(0) 

489 

(0) 

479 

(3) 

444 

(10) 

433 

(10) 

386  

(8) 

326 

(3) 

358 

(2) 

338 

(1) 

338 

(0) 

496 

(0) 

5,024 
(37) 

送り 
（減算） 

460 

(0) 

476 

(2) 

486 

(3) 

477 

(5) 

441 

(13) 

430 

(13) 

380 

(14) 

325 

(4) 

341 

(19) 

330 

(9) 

329 

(8) 

491 

(5) 

4,966 
(95) 

延回数 
（減算） 

919 

(0) 

954 

(2) 

975 

(3) 

956 

(8) 

885 

(23) 

863 

(23) 

766 

(22) 

651 

(7) 

699 

(21) 

668 

(10) 

667 

(8) 

987 

(5) 

9,990 
(132) 

【送迎車両走行距離（ｋｍ）】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

ハイエース 502 503 546 532 471 477 441 340 365 416 280 391 5,264 

ｽﾃｯﾌﾟﾜｺﾞﾝ 524 519 514 512 556 555 453 421 456 439 502 579 6,030 

ヴォクシー 484 507 514 469 472 458 454 375 442 478 459 555 5,667 

タント(デイ) 625 628 595 669 901 731 727 667 794 631 618 695 8,281 

タント(居) 539 536 532 553 441 491 493 489 415 442 438 470 5,839 

タント(特) 621 640 812 586 590 705 659 670 607 602 634 641 7,767 

アルトバン 115 74 136 102 125 87 100 121 141 89 77 131 1,298 

ハイゼット 373 532 418 252 469 198 182 117 165 168 265 188 3,327 

合計 3,783 3,939 4,067 3,675 4,025 3,702 3,509 3,200 3,385 3,265 3,273 3650 43,473 

（９）看護報告（処置集計報告） 

毎日のバイタルチェックの他、月に１回の体重測定、食事量チェック、内服の介助や排泄介助等、多面的に利用者の状態把握を行っ

た。体調不良時には家族やケアマネジャーに連絡・報告を行い情報の共有をし、利用者の生活支援につながるよう連携を図った。利

用者・家族の希望に沿い軟膏や湿布、点眼などの処置の他、爪切りも実施した。今年度はコロナが発生したことで、職員・利用者共に

感染予防対策を強化徹底し、手洗い・消毒・換気・利用時のマスク着用・ホール内消毒等を行った。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

爪切り 9 10 13 8 7 5 10 12 12 14 14 12 126 

軟膏塗布 199 200 211 199 185 182 147 132 138 142 119 148 2,002 

点眼 30 20 17 33 32 29 17 21 31 30 26 32 318 

内服薬 152 198 185 180 147 159 123 101 105 105 76 119 1650 

体重測定 49 50 42 43 46 47 44 41 36 36 38 38 510 

湿布 30 31 19 15 6 9 12 16 24 24 33 33 252 

ガーゼ 5 4 7 2 6 5 1 1 1 1 5 4 42 

インシュリン 10 12 13 12 5 11 9 9 13 13 11 13 131 

合計 484 525 507 492 434 447 363 333 360 365 322 399 5,031 
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（１０）事故・ヒヤリハット報告 

 今年度は、転倒によるヒヤリハットや事故、職員のミス・不適切な行動の二つが目立った。その中には、施設で損害賠償となったケー

スもあったが、職員会議を通して振り返りと検討を行い改善策を共有し、指導・育成の機会とした。転倒・ずり落ちは事故ではなく、未

然に防げたヒヤリハットが多くあった。今後も職員一人一人の成長と事故防止に努めていきたい。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

転倒・ずり落ち 3 0 0 0 0 1 1 0 3 1 0 1 10 

内出血・傷 0 1 1 0 0 0 0 0 2 1 0 1 6 

異食・誤嚥 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

利用者の急変 2 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 5 

利用者間のトラブル 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 

車両関係 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 4 

内服薬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

利用者の暴力・暴言 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

職員ミス・不適切行動 0 1 2 1 0 0 1 0 0 1 1 2 9 

苦情 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 

備品物損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

救急車対応 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3 

合計 10 3 5 1 1 3 4 0 7 5 3 6 48 

（１１）地域連携・貢献活動（介護予防教室等） 

 今年度もコロナの影響により、介護予防教室の開催は出来なかった。今後は 5類感染症へと移行する為、周囲の動向や法人指針を

確認し、施設間で連携を図りながら、地域との関わり合いも検討していく。 

（１２）実習生・ボランティア受入 

コロナの影響のため、受け入れることができなかった。令和５年度より状況を勘案しながらまずは実習生の受け入れを再開する。 

 

４．利用者状況 

（１）登録利用者 

  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

R4 

登録者数 48 50 50 50 51 50 47 38 38 40 37 38 583 

新規利用者 0 3 1 2 2 0 1 1 1 2 1 4 18 

利用終了者 1 0 3 0 1 4 3 7 1 3 1 2 26 

R3 

登録者数 51 50 49 48 48 49 48 48 47 47 49 49 583 

新規利用者 1 2 3 1 1 1 1 1 2 1 3 0 17 

利用終了者 3 0 6 1 0 2 1 2 2 1 0 1 19 

（２）利用者年齢構成 

 

（3）町内別（市外含む）・中学校区別登録利用者（令和 4年 3月 31日現在） 

〇町内別（市外含む） 

地区 登録者数 地区 登録者数 地区 登録者数 地区   登録者数 

中 3 烏山 3 天川 1 下高津 2 上高津 1 

霞ケ岡 6 港町 2 国分町 3 桜ケ丘 1 富士崎 3 

田中 2 真鍋 1 小松 5 小松ヶ丘 1 大岩田 2 

西根南 1 桜町 1 中高津 2 合計 10 

〇中学校区別 

地区 一中 二中 三中 四中 五中 六中 都和 新治 市外 合計 

者数 5 1 4 17 0 13 0 0 0 40 
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飛羽ノ園指定居宅介護支援事業所 

 

１． 居宅介護支援事業所運営体制 

主任介護支援専門員１名、介護支援専門員２名の特定事業所Ⅲとして運営。また、今年度は介護支援専門員実務研修の実習生１名

の受け入れも行った。 

コロナの感染状況も各月によりばらつきがあり、周辺の情報を確認しながら、訪問時間を短縮するなどし、 

利用者へ不利益のないようにサービスを行った。 

 

２． 居宅介護サービス計画実施状況 

＜介護プラン＞ 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

土浦市 101 100 101 102 99 94 92 88 92 90 87 89 1,135 

市外 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

合計 103 102 102 102 99 94 92 88 92 90 87 89 1,140 

 令和４年度の介護プラン実施者は全体的に減少傾向であるが、介護支援専門員１人当たりの実施件数は２９～３３件となっている。

また、新規利用者は３７件あり、つくば市・龍ヶ崎市等の土浦市外からの利用者もいた。 

＜介護予防プラン（地域包括支援センター委託） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

うらら 14 14 15 14 15 16 17 16 18 17 18 20 194 

かんだつ 4 4 3 2 2 2 2 2 2 1 0 0 24 

 予防プランの実施者は年度を通しては２件の増加となったが、特にうららからの依頼が６件と伸びている。新規利用者は８件とな

っている。 

＜居宅サービス契約者介護度別延べ件数・前年度との比較＞ 

 総合事業 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

R３年度 0 118 86 544 354 165 120 80 1,467 

R４年度 0 100 118 582 306 124 73 55 1358 

 要支援１・２の利用者は前年度と比較し１４件増加、要介護１の利用者が多数を占めている。短期間で施設入所、長期入院、永眠によ

り支援終了となるケースも多くみられた。 

 

３． 認定調査 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

土浦市 2 0 2 2 0 2 4 3 1 1 1 6 24 

認定更新の際、コロナに係る要介護認定の臨時的な措置制度を利用し、従来の介護度を１年間延長希望する利用者が大半を占め、

調査の実施件数は、大幅減の２４件となった。 

 

４． 研修 

地域ケア会議 

5月 26日 新治地区ふれあい調整会議 （於 四中地区公民館） 

6月 8日 四中地区スクラムネット  （於 四中地区公民館） 

7月 13日 四中地区スクラムネット  （於 四中地区公民館） 

7月 28日 新治地区ふれあい調整会議 （於 四中地区公民館） 

9月 29日 新治地区ふれあい調整会議 （於 四中地区公民館） 

11月 24日 新治地区ふれあい調整会議 （於 四中地区公民館） 

1月 26日 新治地区ふれあい調整会議 （於 四中地区公民館） 

3月 23日 新治地区ふれあい調整会議 （於 四中地区公民館） 
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合同事例検討会 

2月 15日 合同事例検討会：烏山診療所居宅・虹参加 （於 飛羽ノ園） 

介護支援専門員：更新研修 

4月 26日～ 6月 14日 専門Ⅰ 左記の 9日間 （YouTube・Zoom） 沼田 

6月 6日～ 8月 8日 再研修 左記の 9日間 （YouTube・Webex） 金子 

6月 6日～8月 18日 主任介護支援専門員 左記の 12日間 （YouTube・Zoom） 小島 

8月 25日～9月 21日 専門Ⅱ 左記の 8日間 （YouTube・Zoom） 沼田 

10月 25日～12月 5日 専門Ⅱ 左記の 5日間 （YouTube・Zoom） 小島 

その他 

10月 17日 豊後荘病院認知症疾患センター研修会 「認知症とアルコールについて」（Zoom） 

10月 19日 第 72回茨城県社会福祉大会 （ザ・ヒロサワ・シティ会館） 

12月 14日 土浦市医師会 茨城県医療提供施設等グループ化推進事業（於 土浦市医師会館） 

令和 5年 1月 19日 地域包括支援センターうらら 「意思決定支援～本人の思いに伴走する支援～」 （Zoom） 

1月 20日 

茨城介護支援専門協会 牛久・龍ヶ崎・利根・河内地区会 

地域包括ケアと創造する街づくり～小美玉伝統の地域住民との対話を活かした地域づくりとは～ 

（於 龍ヶ崎市社会福祉協議会、地域福祉会館大研修室） 

1月 24日 公益社団法人 国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携システム説明会 （Zoom） 

1月 26日 つちう Labo「急変時対応の支援について」 （於 土浦市消防本部） 

2月 10日 
土浦・かすみがうら地区協会オンライン研修会 

人生100年時代、フレイル予防のための栄養と運動～高齢者と一緒にケアマネも元気に！～ （Zoom） 

2月 10日 土浦ケアマネージャー研修会役員会 （於 土浦市役所） 

2月 20日 地域包括支援センターかんだつ 「意思決定支援～本人の思いに伴走する支援～」 （於 都和地区公民館） 

2月 22日 フランスベッド主催 吸引器・パルスオキシメーター等勉強会 祥風会（居宅）BCPについて （於 サポートセンター） 

3月 8日 茨城県社会福祉協議会 運営適正化委員会 福祉サービス 苦情解決研修会 （Zoom） 

3月 15日 令和５年度介護予防支援ケアマネジメント業務委託事業所説明会（Zoom） 

3月 16日 
株式会社日本総合研究所 「適切なケアマネジメント手法」普及推進セミナー 

～時代が求めるケアマネジメントのあり方と実践～ （YouTube live） 
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土浦市在宅介護支援センター飛羽ノ園 

土浦市在宅介護支援センター運営委託事業（四中地区担当） 
 

１． 特別業務 

状 況 件 数 状 況 件 数 状 況 件 数 

（１）台帳作成 88 （２）緊急通報 11 （３）配食サービス 15 

前年度の合計件数が 111 件であり 3 件の増加。台帳作成に関しては 8 件増加、そのうち新規作成は 44 件で前年度と比較する

と 24 件の増加であった。地域包括支援センターや民生委員からの相談が増えたことと、今年度も「見守りキーホルダー更新者確認」

の依頼があり、これまでコロナの影響から主に電話での対応であったが、感染予防に努め訪問対応にしたことで台帳作成に繋がった。 

緊急通報システムは 5件減少したが相談のみも多くあった。配食サービスの業務件数は変化なし。 

 

２． 相談 

（方法×続柄集計） 

続柄 

方法  
本人 家族 

民生委員 

近隣 
市役所 包括 社協 

事業所 

病院等 
その他 合計 

業務時間 

電話 104 28 37 73 39 8 19 1 309 

来所 4 0 0 0 0 0 6 0 10 

訪問 234 14 3 1 2 0 3 0 257 

時間外 

電話 2 0 0 0 0 0 1 1 4 

来所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

訪問 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合   計 344 42 40 74 41 8 29 2 580 

前年度の相談数合計570件と比較すると 10件の増加で大きな変化はないが、今年度は感染対策を徹底し、訪問での対応とした

ため電話での相談は減少となった。また民生委員や地域包括支援センター等からの見守り訪問要請が増えたことで訪問件数が増加

となった。 

（相談区分×続柄集計） 

前年度と比較し相談区分の合計数の変化はないが、（７）その他の増加がみられる。その背景には一人暮らしや認知症の方の見守

りだけでなく、家族と同居であっても複雑化したケースが増えており、継続的な支援が必要となっているためと考える。今後も関係

機関と連携を図り、対象者が安心した生活を送れるよう対応をしていきたい。 

 

 

続柄 

相談区分    
本人 家族 

民生委員 

近隣 
市役所 包括 社協 

事業所 

病院等 
その他 合計 

（1）家族の支援 22 8 4 11 10 0 2 0 57 

（2）介護保険制度 58 12 6 6 4 1 1 0 88 

（3）福祉サービス 106 13 23 59 6 4 12 2 225 

（4）保健・医療 155 23 7 10 11 1 4 0 211 

（5）経済・住まい 20 4 3 1 2 0 1 0 31 

（6）地域の困りごと 1 0 0 0 1 0 0 0 2 

（7）その他 247 27 13 10 29 2 15 0 343 

（8）二次予防事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

（9）虐待・権利擁護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

（10）ケアマネジャー支援 5 0 0 0 0 0 1 0 6 

（11）認知症関係 42 15 10 6 12 1 3 0 89 

合  計 656 102 66 103 75 9 39 2 1,052 
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３．会議出席回数等 

件  名 件 数（回） 

（1）ふれあい調整会議 6 

（2）スクラムネット会議 11 

（3）その他（在支連絡調整会議等） 24 

合  計 41 

今年度の各会議は書面やオンラインではなく、感染対策を行い対面での定期的な開催となった。在支連絡調整会議では実務検討会

が開かれ、配食サービス要綱改正に伴い、様式の見直しがされた。ふれあい台帳等の業務報告は紙ベースからデータでの報告となり、

管理方法についてもデータ管理へ移行していくこととなったため業務が重複することなく簡略化された。スクラムネット会議やふれ

あい調整会議では、他機関、多職種等の様々な方々からの意見を参考に支援をすることができた。 

 

４． 動向と考察 

今年度はコロナ感染対策を徹底し、できる限り訪問での対応をしたことで状況把握がスムーズに行えた。そのなかで要支援者の発

見に繋がり迅速に対応できたケースもあったため、今後も状況把握に努めていきたい。 

最近の傾向としては本人の困りごとだけでなく、家族の課題など複雑化したケースが増えていて支援が長期化している。また介護

保険や制度だけでは対応できないことも多く、地域に不足している資源の発見も今後の課題と考えられる。 
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特別養護老人ホーム憩いの里 
介護老人福祉施設・短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

 

【１】運営（運営方針に対する報告） 
１．介護福祉施設 

 前年度に引き続き今年度もコロナの対策を行いながらの生活の場の提供となった。7 月、1 月とコロナが施設内で発生したが、全

職員協力して感染を広げない対策を行うことにより早期に終息することができた。行事については、納涼祭を行うことはできなかっ

たが敬老会、クリスマス会を開催することができた。 

 

 ＜重点目標＞ 

①入居者を知る 

コロナが施設内で年度内 2 回発生したことにより、感染対策を優先しての生活の場の提供となってしまった。「入居者を知る」ため

のツールとして法人内の既存のマニュアルをベースとして独自の様式を整備している飛羽ノ園の書式を用いて憩いの里用へのバー

ジョンアップを試みている。また、知るための一環として、今まで家族への必要物品の連絡は生活相談員が担っていたが、今後はユニ

ットリーダーを中心に現場の職員で行うように移行している最中である。家族と現場職員が情報交換することで、昔の暮らしや入居

者の思いなどに触れる機会としたい。少しずつではあるが入居者を知り、入居者の望む生活に近づけるようにしていけるようにした

い。 

②記録・入浴に重点を置いた業務の見直し 

記録、入浴委員会をそれぞれ開催し検討を行った。記録に関しては統一されていない部分を見直ししてきたが、コロナも重なり思

うようにできない事もあった。入浴に関しては協力ユニット毎で効果的に特浴を進めることで入居者と関わる時間の確保をすること

ができた。 

③ノーリフティングケアの推進 

 介護度の重度化、身体介護の増加に伴い介護負担が多くなったことをきっかけにケアの方法を見直し、ノーリフティングケアの取り

組みを行ってきたが、コロナの発生もあり全体的に上手く進めることができなかった。出来た内容としては特浴で使用している着替

え用のストレッチャーの幅が狭かったために介護職員の作業的負担が発生していたが、幅の広いものに変更する事で、入居者、職員

双方が安心・安全に感じる状況（抱えられる怖さ・抱える負担軽減）にする事ができた。 

 

２．短期入居・介護予防短期入居生活介護 

コロナの発生の影響もあり、前年度より稼働率が 15％低下している。今まで定期利用していた方が入居となったり、1泊2日の利

用や 1 回のお試しでの利用が多くなったりとしたことも要因と考えられる。来年度は、近隣はもとより、広い範囲の居宅介護支援事

業所に営業を掛け、ケアマネジャーとの信頼関係構築を目指し、利用者ニーズに応え新規獲得に努めていきたいと考えている。 

 

３．稼働率報告 

種 別 ユニット ショートステイ 

年 度 令和 3年度 令和 4年度 令和 3年度 令和 4年度 

年間ベッド数（最大） 25,550 25,550 3,650 3,650 

延べ人数 25,439 23,877 3,018 2,511 

稼働率（％） 99.6 93.5 82.7 68.8 

 

 

【２】事業実績（主に数値的な報告） 
１.入居者推移・実数 

（１）入退居者数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 前年度 

入居 1 1 2 1 2 4 3 4 3 1 3 3 28 15 

退居 1 3 0 3 5 1 6 7 2 0 5 1 34 14 

（２）入居・退居経路  

入居経路 退居経路 

居宅（小規模多機能含む） 19 永眠（施設内） 27 

病院 3 永眠（搬送先） 6 

老健 6 居宅 0 

特養 0 特養 1 

合計 28 合計 34 

前年度計 15 前年度計 14 

（３）要介護度別 ※令和 4年 3月 31日現在 

要介護度 
性別 

人数計（名） 前年度人数（名） 前年度増減 男性 女性 

1 0 0 0 0 ±0 

2 1 2 3 6 △3 

3 8 24 32 24 +8 
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4 6 15 21 27 △6 

5 0 9 9 14 △3 

合 計 15 50 65 71 △6 

平均要介護度 3.4 3.7 3.6 3.7 △0.1 

（４）年齢構成 ※令和 4年 3月 31日現在 

年齢（歳） ～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～ 合計 

特養（名） 
男性 0 1 0 2 3 4 4 14 

女性 0 0 3 1 8 14 24 50 

合計 0 1 3 3 11 18 28 64 

前年度 0 2 2 2 16 25 14 61 

（５）入居者要介護度別利用状況 

 ①特養 

月 要介護度 1 2 3 4 5 合  計 

4 

実人数 

（延人数） 

 

０（０） 6（180） 25（750） 27（804） 13（366） 71（2,100） 

5 0(0) 5(155) 27(808) 26(806) 13(382) 71(2,151) 

6 0(0) 3(90) 28(824) 28(816) 11(330) 70(2,060) 

7 0(0) 3(93) 28(857) 28(816) 11(341) 70(2,107) 

8 0(0) 4(100) 28(823) 26(742) 12(324) 70(1,989) 

9 0(0) 4(120) 28(799) 26(754) 11(330) 69(2,003) 

10 0(0) 4(124) 28(825) 26(782) 13(345) 71(2076) 

11 0(0) 4(120) 29(837) 21(571) 13(322) 67(1,850) 

12 0(0) 4(124) 30(898) 20(600) 11(305) 65(1,927) 

1 0(0) 4(124) 30(930) 21(609) 9(279) 64(1,942) 

2 0(0) 4(112) 31(831) 21(537) 10(257) 66(1,737) 

3 0(0) 3(93) 32(919) 21(644) 9(279) 65(1,935) 

R4 0(0) 48(1,435) 344(10,101) 291(8,481) 136(3,860) 819(23,877) 

R3 0(0) 93(2,815) 290(8,721) 275(8,099) 194(5,804) 852(25,439) 

≪考察≫ 

今年度は退所者が前年度と比べて 2 倍近い 34 名となった。直ぐに満床にできなかった理由として、生活相談員が 1 名体制であ

ったため入所申込みや実態調査などに十分な時間を確保できなかったことが挙げられる。また、入所申込み自体の減少に加えて申

込者の医療依存度が高かったり、要介護度が低いなど、直ぐに入居に繋がらないケースが多かったことも要因に挙げられる。都内～

常磐線・つくばエクスプレス沿線の福祉・医療機関への DM 発送や営業により申込み数が増えてきたこともあり、施設ケアマネジャー

や施設長とも協力体制を取り、実態調査・契約など迅速に対応して空床を解消しつつあったが、年度内の満床は達成できなかった。 

（６）短期入居生活介護・介護予防短期入居生活介護 

月 要介護度 支援 1 支援 2 介護 1 介護 2 介護 3 介護 4 介護 5 合  計 

4 

実人数 

（延人数） 

 

1（19） 0(0) 2(10) 5(58) 3(70) 4(45) 1(12) 16(214) 

5 1(10) 0(0) 1(4) 5(60) 3(58) 2(38) 2(14) 14(184) 

6 0(0) 0(0) 0(0) 7(89) 5(85) 2(31) 1(17) 15(222) 

7 0(0) 0(0) 0(0) 6(92) 4(85) 1(11) 2(24) 13(212) 

8 0(0) 0(0) 4(14) 6(85) 6(89) 0(0) 2(11) 18(199) 

9 0(0) 0(0) 2(8) 7(65) 6(122) 0(0) 1(7) 16(202) 

10 0(0) 0(0) 1(5) 7(104) 6(112) 0(0) 1(3) 15(224) 

11 0(0) 0(0) 2(8) 6(70) 9(116) 1(6) 0(0) 18(200) 

12 0(0) 0(0) 5(13) 4(56) 7(137) 2(10) 0(0) 18(216) 

1 0(0) 0(0) 4(12) 7(49) 5(120) 3(22) 0(0) 19(203) 

2 0(0) 0(0) 3(14) 9(79) 6(88) 2(34) 0(0) 20(215) 

3 0(0) 0(0) 6(26) 5(63) 6(93) 2(38) 0(0) 19(220) 

R4 
2 

(29) 

0 

(0) 

30 

(114) 

74 

(870) 

66 

(1,175) 

19 

(235) 

10 

(88) 

201 

(2,511) 

R3 
0 

(0) 

0 

(0) 
21(113) 53(560) 

59 

(1,170) 

68 

(1,054) 

4 

(105) 

205 

(3,002) 
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≪考察≫ 

ショートステイ利用前に体調確認と体温測定を継続して行ってきたが、ショートステイ利用中の方からのコロナが発生した事で、利

用者の安全を優先し一部事業縮小の対応となった。今後も家族との連携を強化して体調などの情報共有を行い、感染リスクを減らし

た運営を行っていきたい。また、定期利用者が入院や施設入居してしまったことにより利用者数が減ってきている。1 泊 2 日や 1 回

のお試しでの利用者が多いのも原因となっている。多様なニーズでも積極的に受け入れを行い家族、ケアマネジャーと信頼関係を構

築し今後の利用に繋がるようにしていきたい。 

 

２．医務 

（１）MMSE実施状況 ※30点満点中 23点以下は認知症の可能性が高いと言われている（診断結果は参考） 

年齢（歳） 性別 
点  数 

合計 
0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30 

～64 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69 
男 0 0 0 0 1 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

70～74 
男 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 0 0 0 1 0 1 3 

75～79 
男 1 0 0 0 0 1 0 2 

女 1 0 0 0 0 0 0 1 

80～84 
男 0 0 0 1 0 1 1 3 

女 1 1 0 2 2 1 2 9 

85～89 
男 1 0 0 1 3 0 0 5 

女 2 1 2 0 3 4 1 13 

90～94 
男 0 0 1 1 0 0 0 2 

女 3 1 4 5 1 3 0 17 

95～ 
男 0 0 1 1 0 0 0 2 

女 0 1 2 2 0 2 2 9 

合計 10 4 10 13 11 12 7 67 

（２）日常生活状況（ADLの状況）※令和 5年 3月 31日現在 

①あじさい 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 7 1 0 4 4 0 1 5 2 4 2 2 

R3年度 5 1 1 1 4 2 2 3 2 4 1 2 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 1 2 0 8 0 0 3 2 0 1 2 0 

R3年度 3 0 4 5 0 2 2 1 0 0 1 3 

②りんどう 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 7 3 0 1 7 2 0 7 3 3 4 3 

R3年度 8 0 2 0 8 2 0 8 2 2 6 2 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 6 2 2 7 0 3 3 0 0 3 0 7 

R3年度 6 2 2 8 0 2 4 0 0 4 0 2 

③つつじ 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 7 0 2 6 2 1 0  8 1 2 6 1 

R3年度 8 0 2 5 3 2 1  7 2 1 7 2 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 7 1 1 7 1 1 4 1 0 3 0 1 

R3年度 5 3 2 6 2 2 2 1 0 4 0 3 

④カンナ 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 7 1 1  2 3 4 0 2 7 2 2 4 

R3年度 7 2 1 5 2 3 3 4 3 5 2 3 

区分 移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 
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自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 6 2 1 7 1 1 1 3 0 3 0 2 

R3年度 6 1 3 7 0 3 1 5 0 1 1 2 

⑤ひまわり 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 8 1 1 4 4 2 4  4 2 4 4 2 

R3年度 10 0 0 6 2 2 0 7 3 4 3 3 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 5 3 2 7 2  1 3 0 0  4 1 1 

R3年度 2 2 1 8 2 0 4 1 0 4 0 0 

⑥ばら 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 6 2 2 2 5 3 0 6 4 0 6 4 

R3年度 7 1 2 3 3 4 0 6  4 2 4 4 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 2 6 1 4 4 2 0 1 0 5 0 3 

R3年度 3 3 4 4 2 4 2 1 0 1 1 5 

⑦すいせん 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 9 0 1 2 6 2 1 4 5 1 7 2 

R3年度 7 2 1 2 5 3 0 6 4 0 6 4 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 3 5 2 8 1 1 3 0 0 6 1 1 

R3年度 1 5 4 5 3 2 0 0 0 0 4 6 

⑧コスモス 

区分 
食 事 排 泄 入 浴 着 脱 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 5 1 3 2 1 6 2 1 6 2 2 5 

R3年度 6 2 2 0 4 6 0 3 6 0 2 8 

区分 
移 乗 寝返り 移動（歩行） 移動（車いす） 

自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 自立 一部介助 全介助 

R4年度 2 5 2 3 4 2 2 0 0 0 1 6 

R3年度 0 2 8 0 2 8 0 0 0 0 3 7 

（３）処置・看護記録集計（ショートステイ含む） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

点眼 15 15 17 17 18 18 18 18 16 17 17 17 203 

処置 223 206 167 143 118 208 173 96 103 128 134 159 1,858 

軟膏・湿布 33 34 38 38 40 43 43 49 54 55 55 58 540 

テープ 8 8 9 10 11 11 10 4 4 2 2 2 81 

救急対応 0 3 2 1 0 0 1 0 0 1 0 0 8 

お看取り 1 4 0 2 3 0 3 5 1 0 3 1 23 

（４）他科受診年間状況  

受診科名 眼科 内科 整形外科 皮膚科 リウマチ 総合診 その他 

延人数 7 424 19 11 4 2 12 

受診科名 外科 循環器 訪問歯科 脳神経外科 呼吸器科 消化器 合計 

延人数 0 8 301 7 0 13 808 

（５）入浴実施状況 

①あじさい 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 67 61 77 54 66 65 61 66 55 38 60 67 737 

特浴 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

清拭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合  計 67 61 77 54 66 65 61 66 55 38 60 67 737 

 



33 

②りんどう 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 70 76 68 43 49 49 52 56 58 68 49 55 693 

特浴 10 10 2 5 8 21 21 18 20 10 14 10 149 

清拭 0 0 5 5 5 0 0 0 1 6 0 0 22 

合  計 80 86 75 53 62 70 73 74 79 84 63 65 864 

③つつじ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 66 69 69 59 61 67 78 70 64 49 60 73 785 

特浴 11 15 11 7 8 5 4 9 7 2 6 8 93 

清拭 0 0 0 11 0 0 1 0 7 12 0 0 31 

合  計 77 84 80 77 69 72 83 79 78 63 66 81 909 

④カンナ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 66 68 75 72 78 81 77 68 64 51 67 81 848 

特浴 17 16 8 4 8 8 4 0 0 0 0 0 65 

清拭 0 0 1 9 1 0 0 1 1 0 0 0 13 

合  計 83 84 84 85 87 89 81 69 65 51 67 81 926 

⑤ひまわり 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 60 56 53 65 66 69 62 63 61 55 59 63 732 

特浴 26 24 23 19 16 16 15 18 18 2 13 18 208 

清拭 0 0 0 0 0 1 1 1 1 14 2 0 20 

合  計 86 80 76 84 82 86 78 82 80 71 74 81 960 

⑥ばら 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 50 54 52 49 55 58 57 54 54 15 41 50 589 

特浴 32 32 34 17 27 24 27 20 21 6 21 19 280 

清拭 0 0 0 9 1 1 4 0 0 8 3 0 26 

合  計 82 86 86 75 83 83 88 74 75 29 65 69 895 

⑦すいせん 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 36 55 55 46 62 54 63 68 55 49 54 68 665 

特浴 47 24 17 6 16 9 8 4 9 16 16 18 190 

清拭 1 0 9 37 10 19 10 4 11 1 0 0 102 

合  計 84 79 81 89 88 82 81 76 75 66 70 86 957 

⑧コスモス 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

個浴 48 54 45 38 36 36 37 34 43 43 44 54 512 

特浴 36 36 38 12 36 44 43 32 32 34 23 26 392 

清拭 0 0 0 25 4 1 2 4 0 4 4 1 45 

合  計 84 90 83 75 76 81 82 70 75 81 71 81 949 

 
３．給食 
（１）令和 4年度 栄養給与基準量及び通常食提供量 

 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ 蛋白質 脂質 ｶﾙｼｳﾑ 鉄 ﾋﾞﾀﾐﾝ A ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 ﾋﾞﾀﾐﾝ B2 ﾋﾞﾀﾐﾝ C 食塩 

単位 Kcal g g mg mg µgRE mg mg mg g 

目標値 1,600 55.0 40.5 550 9.0 520 0.8 0.8 85 8.0 

4月 1,553 57.3 43.3 619 7.1 586 0.77 0.73 85 8.0 

5月 1,538 56.7 41.7 597 7.1 600 0.73 0.68 78 7.8 

6月 1,550 57.0 43.1 608 6.9 598 0.76 0.72 75 7.8 

7月 1,539 57.4 42.3 632 6.8 626 0.81 0.7 81 7.8 

8月 1,545 57.4 42.7 610 6.8 588 0.78 0.7 79 7.8 

9月 1,547 57.4 42.5 611 6.9 609 0.76 0.68 78 7.8 

10月 1,535 56.3 42.2 611 6.7 590 0.78 0.67 78 7.9 

11月 1,557 57.4 43.2 608 6.7 552 0.78 0.68 81 7.1 

12月 1,541 56.1 42.5 622 6.6 592 0.76 0.71 80 7.9 

1月 1,539 57.1 41.6 591 7.1 604 0.77 0.68 78 7.8 

2月 1,540 58.0 42.3 614 6.8 579 0.76 0.7 74 7.8 

3月 1,532 57.3 42.7 609 6.9 623 0.77 0.7 81 7.8 
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（２）食事提供状況 

 ①食数  

 朝食 昼食 夕食 合  計 

特養 23,821 23,732 23,814 71,367 

ショートステイ 2,144 2,500 2,223 6,867 

デイサービス 0 5561 0 5,561 

職員 0 4370 0 4,370 

来客 0 0 0 0 

実習生 0 0 0 0 

延人数 25,965 36,163 26,037 88,165 

②選択食 

日 時 A B 

8月 26日 チキン南蛮 フィッシュ南蛮 

③行事食 

1 
日 時 4月 4日 行事名 春を味わう 

釜揚げしらす丼、清汁、じゃが芋と玉ねぎのミートグラタン、寒天ゼリー 

2 
日 時 4月 13日 行事名 寿司御前 

握り寿司、清汁、天ぷら、茶わん蒸し 

3 
日 時 4月 26日 行事名 お花見弁当 

空豆ご飯、若竹汁、鰆の照り焼き、エビフライ、ホタテフライ、菜の花の白和え、春野菜の炊き合わせ、香物、フルーツ 

4 
日 時 5月 5日 行事名 こどもの日 

鶏五目ちらし、清汁、天ぷら、黒ごまプリン おやつ：鯉のぼりパンケーキ 

5 
日 時 5月 18日～20日 行事名 新茶イベント 

新茶 おやつ：5/18→人形焼き、5/19→ミニパンケーキ(きな粉＆黒蜜)、5/20→たい焼き 

6 
日 時 5月 6日～8日 行事名 アイスクリームイベント 

アイスクリーム 2種 

7 
日 時 6月 18日 行事名 丼の日 

ビビンバ丼、わかめスープ、白菜の梅ドレ和え、マンゴープリン 

8 
日 時 7月 7日 行事名 七夕 

七夕そうめん、青豆とコーンのかき揚げ、和風サラダ、オレンジ 

9 
日 時 7月 23日 行事名 土用の丑の日 

ひつまぶし、清汁、香味奴、抹茶ゼリー 

10 
日 時 7月 28日 行事名 冷やし麺 

冷やし中華、肉団子の甘辛煮、ほうれん草としらすのお浸し、フルーツ 

11 
日 時 8月 13日 行事名 お盆 

赤飯、清汁、白身魚の磯辺焼き、金平ごぼう、キウイフルーツ 

12 
日 時 8月 29日 行事名 夏メニュー 

夏野菜のキーマカレー丼、コンソメスープ、マカロニサラダ、ピーチゼリー 

13 
日 時 9月 10日 行事名 重陽の節句 

栗ご飯、清汁、赤魚の粕漬け焼き、菊花のお浸し、梨 

14 
日 時 9月 11日 行事名 十五夜 

月見そば、肉団子の甘辛煮かぼちゃサラダ、いちごムース 

15 
日 時 9月 25日 行事名 敬老会 

赤飯、清汁、天ぷら盛り合わせ、鶏肉のゆず風味焼き、刺身(マグロ・サーモン)、炊き合わせ、五色なます、マロンババロア 

16 
日 時 10月 18日～20日 行事名 おやつバイキング 

フルーツタルト、ババロアシュークリーム、ごまプリン、ワインゼリー、肉まん、ホットドッグ 

17 
日 時 10月 29日 行事名 ハロウィン 

チキンピラフ、コンソメスープ、ミートボールシチュー、ミモザサラダ、かぼちゃプリン 

18 
日 時 11月 14日 行事名 秋の行楽弁当 

きのこご飯、清汁、カキフライ、エビフライ、牛肉と根菜の甘辛炒め、鮭の塩麹焼き、厚焼卵、漬物、柿 

19 
日 時 11月 22日～24日 行事名 焼き芋イベント 

焼き芋 

20 
日 時 12月 8日 行事名 麵の日 

カレーうどん、肉団子の甘辛煮、小松菜の錦糸和え、バナナ 
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21 
日 時 12月 14日 行事名 特養クリスマス会 

トマトチーズリゾット、フライドチキン、エビとアボカドの彩りサラダ、クリスマスプリン おやつ：クリスマスケーキ 

22 
日 時 12月 19日 行事名 デイクリスマス会 

チキンピラフ、コンソメスープ、エビフライ、ラタトゥイユ、フルーツヨーグルト  おやつ：ワッフル 

23 
日 時 12月 22日 行事名 冬至 

ご飯、みそ汁、マスの幽庵焼き、カボチャのいとこ煮、ぶどうゼリー 

24 
日 時 12月 24日 行事名 クリスマスメニュー 

サフランライス、コンソメスープ、鶏肉の香草焼き、紫キャベツとエビのごまドレサラダ、イチゴのレアチーズ風  おやつ：クレープ 

25 
日 時 12月 31日 行事名 大晦日 

年越しそば、海老天、白菜のごまドレサラダ、フルーツ 

26 
日 時 1月 1日 行事名 おせち料理 

赤飯、清汁、ぶりの照り焼き、伊達巻、黒豆、信田煮、みかん  おやつ：紅白ようかん 

27 
日 時 1月 2日 行事名 お正月 

海鮮親子ちらし、みそ汁、筑前煮、抹茶ゼリーの黒蜜かけ おやつ：ぜんざい 

28 
日 時 1月 4日 行事名 お正月 

稲荷寿司、清汁、天ぷら、春菊と湯葉のポン酢ジュレ和え、フルーツ 

29 
日 時 1月 7日 行事名 七草粥 

七草粥、みそ汁、じゃが芋のそぼろ煮、オクラのおかか和え、漬物 

30 
日 時 2月 1日 行事名 節分 

五目ちらし、鬼除け汁、鰯のゆず味噌煮、寒天ゼリー 

31 
日 時 2月 23日 行事名 握り寿司 

握り寿司、清汁、天ぷら、茶碗蒸し 

32 
日 時 2月 27日 行事名 丼の日 

ソースカツ丼、みそ汁、いんげんのわさびマヨ和え、フルーツ 

32 
日 時 3月 3日 行事名 ひな祭り 

鮭ちらし寿司、清汁、厚揚げの野菜あんかけ、桃ムース   おやつ：雛まんじゅう 

32 
日 時 3月 22日 行事名 大人のお子様ランチ 

オムライス、コンソメスープ、ハンバーグ、エビフライ、スパゲティサラダ、イチゴミルクプリン 

（３）栄養ケアマネジメント 

 ①栄養ケアカンファレンス 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

人数（名） 22 17 29 20 14 25 20 17 25 20 17 29 255 

今年度は施設内でコロナの発生があり、感染対策下での食事提供について見直し・整備することができた。そのため、早期の対応

に繋げることができたと考えられる。栄養ケアマネジメントに関しては、入退所の入れ替わりが多く、入居者との関わりが不十分であ

った。来年度の課題とし、一人ひとりとしっかり向き合い、より充実した栄養ケアマネジメントを行っていきたい。 

 
４．施設ケアマネジャー 
（１）ケアカンファレンス・認定調査 

①ケアカンファレンス実施人数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

入居（名） 3 7 13 6 6 9 7 14 13 3 4 8 93 

※開催合計 146回 

②認定調査の実施人数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

人数（名） 2 3 2 5 0 3 0 0 3 1 1 8 28 

 

５．委員会 
（１）委員会活動報告・反省 

①委員会 

1 入所検討委員会 

新型コロナウイルス感染予防対策のため前年度に引き続き、書面での開催や地域の感染状況を

見て中止するなどの対応で運営した。新規申込者はいるが、医療依存度が高い方や、要介護度

が低い方の申込が多かった。その他独居、家族からの支援がない申込者が多くなっているので

市と連携して取り組んでいきたい。 

2 防災対策委員会 

前年度から引き続きコロナ予防のため、密になる避難訓練や警察署立ち合いによる防犯訓練等

も実施できなかった。3 月 13 日よりマスクの着用が個人の判断になったタイミングで全体での

避難訓練を行うことができた。今後は感染状況を見ながら全体での避難訓練を行ってきたい。 
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3 
権利擁護・虐待防止・ 

身体拘束適正化委員会 

定期開催・臨時開催を通し、身体拘束が必要な場合に適正な検討・実施ができるように話し合う

ことができた。また、同法人内での虐待報告があったことで、より一層権利擁護に関して、職員

一人ひとりが考えるようになり、入居者の目線に立って物事を考えることができるようになって

きている。この流れを活かしてより深く権利擁護を考えるようにしていきたい。 

4 安全管理委員会 

委員会の開催を適時に行い、施設内で発生した事故に対しての検討や再発防止に努めた。コロ

ナの発生があったために開催できない月もあったが、ユニットリーダーと協力して事故に対する

対策を行ってきた。 

5 
感染予防委員会 

（安全衛生委員会） 

今年度も引き続き新型コロナウイルス感染対策を中心に随時開催し対応した。感染症全般・食中

毒の予防に努めた。7 月、1 月のコロナの施設内発生においては、前年度発生時の「広げない対

策」を行うことにより、早期に終息することができた。 

6 職場定着委員会 

今年度も感染対策の為、食事会等の飲ミュニケーションや、運動での職員交流の場が持てなかっ

た。来年度はコロナ感染症が 5 類引き下げになるため、感染対策を徹底したうえでの開催を目

指していきたい。 

7 給食委員会  

今年度は献立表にコメント欄を設けたことにより、ユニットからの意見が増え、より活発な意見

交換ができた。来年度も、入居者に満足していただけるような食事が提供できるよう、委託業者

との連携を強化していきたい。 

8 褥瘡予防委員会 

委員会を定期開催し、多職種で連携することで褥瘡の予防、対応を行っている。褥瘡の発生は少

なくなってきているのでこのまま様子を見ていきたい。また発生してしまったものについては、

看護、栄養、介護で連携をして直ぐに収束できるようにしていきたい。 

9 物品購入委員会 
物品の二重発注やオムツの発注漏れがあった。必要枚数の確認をしっかりと行い無駄をなくす

在庫管理ができるようにしていきたい。 

10 入浴委員会 
入浴の方法について委員会を中心に検討し、特浴の協力ユニット化を実現することができた。そ

れにより入居者と関わる時間を確保することができた。今後も入浴のあり方を考えていきたい。 

11 ノーリフティング委員会 
委員会を定期開催していたが、コロナも重なり大きな議論を交わすことができなかった。唯一進

めることができた特浴のストレッチャーは幅を広くすることで介護をしやすくすることができた。 

12 記録委員会 
前年度から引き続き記録の統一化を進めてきた。職員の意見を取り入れながら書式をある程度

統一することができたが、使いやすさなど、まだまだ見直すところも多く今後の課題としたい。 

（２）全体行事報告 

月 日 内 容 
参加者 

利用者 職員 その他 合計 

7 25 納涼祭 0 0 0 0 

9 12 敬老祝賀会 79 34 0 113 

12 12 クリスマス会 79 33 0 112 

1 3 正月式 0 0 0 0 

（３）ユニット行事 

①あじさい 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/9 桜見学（高岡保育園） 8 4 0 12 9/20 ふかし芋 7 2 0 9 

4/18 置物飾り作成 7 2 0 9 10/5 誕生会 6 3 0 9 

4/21 ジャガイモメカキ 5 2 0 7 11/20 大学芋 5 2 0 7 

5/8 母の日 8 3 0 11 12/21 

～22 

ゆず湯 8 4 0 12 

5/20 おやつ作り 5 2 0 7 

6/7 あじさい飾り作り 8 2 0 10 2/3 節分豆まき 7 2 0 9 

6/19 父の日 9 2 0 11 3/12 春の散策、お茶会（施

設近辺） 

8 2 0 10 

8/29 スイカ割り 9 2 0 11 

②りんどう 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/17 おやつ作り(ベビーカステラ) 10 3 0 13 12/26 誕生日会 10 3 0 13 

5/15 誕生日会 10 2 0 12 1/14 誕生日会 10 2 0 12 

7/7 七夕 10 3 0 13 1/23 お取り寄せ～島根県 10 2 0 12 

7/10 誕生日会 10 3 0 13 2/5 節分 10 4 0 14 

9/7 おやつイベント 10 2 0 12 2/16 出前食 10 3 0 13 

9/14 おやつ作り たこ焼き 10 4 0 14 2/22 お取り寄せ～和歌山 10 3 0 13 

10/14 出前食 10 2 0 12 3/3 雛祭り 10 3 0 13 

10/30 ハロウィン 10 3 0 13 3/25 お取り寄せ～東京 10 3 0 13 

11/16 誕生日会 10 4 0 14 3/29 お花見散歩（高岡保育園） 6 4 0 10 

12/10 お取り寄せ～北海道 10 3 0 13       
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③つつじ 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/3 花見ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（市内） 4 2 0 6 9/25 敬老会（交流ｽﾍﾟ-ｽ） 9 2 0 11 

4/9 ほうれんそう収穫(おひたし) 10 1 0 11 10/25 誕生会 10 2 0 12 

4/17 誕生会 8 2 0 10 11/16 誕生会 10 2 0 12 

5/21 寿司 10 2 0 12 11/27 紅葉ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（市内） 3 2 0 5 

6/19 誕生会 10 2 0 12 12/14 クリスマス 10 2 0 12 

7/17 スイカ割り 8 2 0 10 12/23 リクエスト食 8 2 0 10 

8/20 アイス作り 8 3 0 11 1/24 誕生会 9 3 0 12 

9/5 誕生会 10 2 0 12 2/12 新年会 8 2 0 10 

9/21 月見団子 8 2 0 10 3/6 誕生会 8 2 0 10 

④カンナ 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/3 花見ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（市内） 5 2 0 7 11/27 紅葉ドライブ（市内） 3 2 0 5 

5/13 母の日 10 2 0 12 12/18 ひのき湯① 3 1 0 4 

6/18 父の日 10 2 0 12 12/20 ひのき湯② 3 1 0 4 

8/31 誕生会 10 2 0 12 12/22 ゆず湯① 4 1 0 5 

9/17 誕生会 10 1 0 11 12/24 ゆず湯② 3 1 0 4 

10/22 秋のおいしいお茶会 9 2 0 11 2/12 誕生会 9 3 0 12 

11/19 誕生会 8 2 0 10 3/12 誕生会 9 2 0 11 

⑤ひまわり 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/28 出前食 10 2 0 12 10/18 スイートポテト作り 9 3 0 12 

5/8 誕生会と母の日 10 2 0 12 11/13 誕生会とおやつ会 9 2 0 11 

6/20 誕生会と父の日 10 2 0 12 12/30 年末くじ引き大会 9 2 0 11 

8/21 誕生会 10 2 0 12 3/13 出前食 9 3 0 12 

9/11 出前食 10 3 0 13       

⑥ばら 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/15 食事会 10 3 0 13 10/29 誕生日会 9 2 0 11 

5/13 誕生日会 10 2 0 12 11/26 お茶と和菓子を楽しもう 8 3 0 11 

6/6 ホットケーキ作り 10 2 0 12 12/13 八つ橋作り 8 3 0 11 

7/15 花火観賞、アイスクリーム 9 2 0 11 2/20 誕生日会 8 3 0 11 

8/28 誕生日会 9 2 0 11 3/28 誕生日会 8 2 0 10 

9/20 どら焼き作り 10 3 0 13       

⑦すいせん 

日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 日付 行事名（場所） 入居者 職員 家族 計 

4/3 お花見ドライブ 9 3 0 12 10/30 誕生会 10 3 0 13 

5/25 出前食 10 2 0 12 11/13 ミニ運動会 10 2 0 12 

6/19 ふかしジャガイモ・合同 10 5 0 15 3/14 誕生会 9 3 0 9 

⑧コスモス 

日付 行事名 入居者 職員 家族 計 日付 行事名 入居者 職員 家族 計 

4/25 ケーキ祭り 10 3 0 13 8/24 コスモス夏祭り 9 3 0 12 3/29 
5/31 母の日（交流ｽﾍﾟｰｽ） 10 3 0 13 1/21 おやつ作り 9 2 0 11 

6/19 ふかしジャガイモ・合同 10 5 0 25 
2/26 節分イベント 10 2 0 12 

3/29 桃の節句 9 2 0 11 

（４）ユニット費 

ユニット名 月平均額 年間累計 ユニット名 月平均額 年間累計 

あじさい 7,480円 89,768円 ひまわり 8,074円 96,891円 

りんどう 9,583円 115,000円 ばら 7,221円 86,658円 

つつじ 8,353円 100,236円 すいせん 5,536円 66,431円 

カンナ 9,754円 117,044円 コスモス 6,585円 79,027円 

①あじさいユニット 
ユニット費の使用方法の見直しを行ってから、今までの消耗品や、清掃用品といった物だけではなく、目に見えて利用者が変化に

気づいて頂けるようにすることを心掛けた。コロナ禍で外出や外部との接触が極端に減ってしまった中でユニット内でのくつろぎや、

今までと違う取り組みを行えた。 

②りんどうユニット 
花や野菜などの園芸品を購入し季節感の演出をした。植物の成長に興味がある方が多く、金魚の飼育を始めると毎日観察してい

る入居者もおり、楽しみにつなげる事ができた。消耗品は最小限にして、雑誌やレク用品に多く支出することを心掛け生活に潤いを

与えることができた。 
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③つつじユニット 
園芸などに力を入れ、ベランダが色とりどりになるよう、花を育てたり、入居者が育てた野菜などを食べたりと日常の楽しみが少

しでも増やしていくことに工夫した。また掃除用品や消耗品など購入した。ユニット内の雰囲気が季節を感じられるように工作物や飾

り付けなど購入した。 
④カンナユニット 
前年度に引き続き、排泄などの不快な臭いを軽減するためトイレに消臭剤を設置した。季節感を感じていただけるようなタペスト

リーの購入したり様々な香りの入浴剤などで入浴を楽しんで頂く取組みを行った。誕生会などで使用する皿も、紙皿を使用する場合

もあったが、花柄などのものを購入して特別感や見て楽しめるよう工夫した。来年度は新たな取り組みで園芸にも挑戦するため、園

芸道具も購入している。 

⑤ひまわりユニット 
季節を感じられるように飾りの購入や、手作りの飾りを目で楽しんでもらうようにした。入浴時に、温泉に入った気分

を味わえるように温泉の入浴剤や好みの香りを購入しリッラクス出来るように努めた。トイレを使用する時に気持ちよく
入れるように消臭剤を購入し清潔な環境保持に努めた。 
⑥ばらユニット 
飾り物を購入し季節を感じて頂けるよう努めた。入浴時にリラックスと気分転換し喜んで頂けるよう色々な入浴剤を

購入した。トイレ使用時に、気持ち良く使用して頂けるよう消臭剤等を購入し清潔な環境保持に努めた。 
⑦すいせんユニット 
入浴剤の種類を増やして香りを楽しんで頂いたり、温泉にいるような気持を感じてもらう取り組みを行った。また、ユ

ニット内を清潔な環境に保てるように努めた。 
⑧コスモスユニット 
広いフロアを最大限に生かし四季を感じられる飾りつけを意識した。季節感を出す事で利用者との関りのきっかけ

になり、今までに聞けなかったようなお話も聞く事が出来た。 
 
６．研修 
（１）内部研修報告（施設内勉強会） 

実施日 内容 参加人数（名） 

4月 1日 R4事業計画について 41名 

5月 2日 記録の書き方 24名 

6月 14日 自己覚知と他者理解（ジョハリの窓） 30名 

7月 1日 もしもの時に役立つ介護 26名 

10月 3日 王子ネピア製品紹介 34名 

11月 1日 権利擁護 30名 

3月 1日 高齢者権利擁護・身体拘束適正化 36名 

合計 221名 

（２）外部機関研修 

研修名 開催時期 職種 研修内容 人数 オンライン 

公認心理師専門Ⅰ 
10/15～11/30 

12/4 
施設長 

心理師の倫理、コンピテンシー、 

セルフケア・アセスメント 
1 〇 

歯科健康教室 12/1 介護職員・看護職員・生活相談員 口腔がんについて 13 〇 

ユニットリーダー実地研修 10/25～10/28 ユニットリーダー ユニット運営について 1  

安全運転管理者講習会 12/1 施設長 安全運転管理について 1  

ユニットリーダー実地研修 11/22～11/25 ユニットリーダー ユニット運営について 1  

高齢者権利擁護 2/14 介護職員 身体拘束等の適正化について 2 〇 

福祉人材確保・育成 2/27 施設長 介護職が働き続けたいと考える職場の作り方 1  

福祉サービス苦情解決 3/8 生活相談員 福祉サービスにおける苦情解決体制の仕組み作り 2 〇 

合          計 22  

今年度もコロナの影響もあり、集合研修ではなくオンラインでの研修が多くみられた。中には感染対策をしっかりと行っている集

合研修もあり、それにも参加している。 

 

７．実習生受入れ 
（１）学校別集計（デイサービスを含む）：受入れ実績なし 

（２）実習種類別集計（デイサービス含まず）：受入れ実績なし 

 

８．ボランティアの受け入れ 
  受入れ実績なし 

コロナ対策として外部の施設内立ち入りを制限したため、受入れ実績なしとなった。来年度はコロナワクチン接種状況や流行状況

を踏まえつつ、受入れ再開を目指したい。 
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デイサービス憩いの里 
指定通所介護・介護予防通所介護事業 
土浦市介護予防・日常生活支援総合事業 

（通常規模型・利用定員 30名） 
１．運営 
今年度は、4月～9月までの上半期平均利用者数 18.1名と前年比 1.8名減となった。下半期は、平均利用者数 19.7名、前年

比 0.5名増となった。一年を振り返り、利用者、家族の希望に沿った利用時間での受け入れや、コロナにより利用を控えていた方の

サービス再開があった。またコロナが入所施設内でクラスター発生した影響で、7/19～8/1の間はデイサービスを休業とし、その間

のデイサービス職員は感染 BCP（事業継続計画）に基づいて入所施設での業務とした（なお、一人暮らし等、サービス停止による在宅

生活困難者のみ入浴実施の受入れをした）。この休業が稼働率に大きな影響を与えた。 

一方、サービス提供では機能訓練に力を入れた一年となった。集団プログラムをはじめ、残存機能に合わせた小グループや個別ニ

ーズに合わせたプログラムなど、生活期の作業療法を中心に行った。 

利用者・家族とのコミュニケーションを大切にする事で、個々の思いや生活課題を抽出する事ができ、年度の事業目標をかたちに

できた一年となった。 

 

２．実績報告 
（１）月別利用状況 

 月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

運営日数（日） 26 26 26 26 27 26 26 26 26 24 24 27 310 

実人数（名） 54 51 55 52 50 50 55 57 59 54 54 54 645 

延人数（名） 505 485 496 378 478 505 527 536 524 446 464 523 5,867 

 
※7/19～8/1の間、コロナによって 12日間休業となってしまった為、稼働率が低下した。独居高齢者や特別な事情（同居家族が高

齢者や障害者で介護が困難等）の方のみを受け入れた。 

（２）年間利用状況の推移 

 
（３）介護度別利用状況 

延人数 事業対象者 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

令和 3年度 0 0 399 938 2,594 826 991 205 5,953 

令和 4年度 24 0 371 1,232 2,706 1,010 289 235 5,867 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和3年度 66.9% 69.1% 67.4% 64.6% 65.1% 66.3% 66.5% 64.9% 69.9% 65.0% 40.6% 60.4%

令和4年度 64.7% 62.2% 63.6% 48.5% 59.0% 64.7% 67.6% 68.7% 67.2% 61.9% 64.4% 64.6%
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延人数 7,438 7,316 7,016 6,649 7,112 6,669 6,265 6,119 5,953 5,867

稼働率 81.0% 78.7% 75.2% 71.5% 76.7% 72.1% 67.6% 65.9% 65.3% 63.1%
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３．事業報告 
（１）サービスの質の向上への取組 

利用者や家族、ケアマネジャー、多職種とサービス担当者会議にて居宅サービスに沿って検討し、ニーズや目標を立て、通所介護計

画書を作成、利用者、家族の同意を得てサービスを提供できた。 

（２）通所介護・介護予防通所介護計画書作成 

利用者が在宅で生活を行っていく為に必要な支援内容を記載し、定期的な見直しを行った。また、利用者の状態変化があった際に

は随時見直しを行った。 

（３）入浴サービス（入浴者数・入浴率報告） 

利用者 1人 1人の身体状況を把握し、安心安全を心掛けながら、その方にあった入浴サービスを提供することが出来た。また体調

の変化や皮膚トラブルなど、看護職員と情報共有を図ることで早期発見に繋げることが出来た。 

 

（４）食事サービス 

 前年度よりも行事食の回数を増やし、バラエティーに富んだ食事を提供することができた。また、嚥下機能が低下した方への対

応を関連職種で連携し、評価・検討することができた。来年度も喫食率の増加を目指し、食事の質の向上に努める。また、嚥下機能

を維持できるような取り組みを検討していきたい。 

（５）排泄介助サービス（定時・随時） 

作業療法士・看護職員と共に協力し合いながら、利用者のプライバシーを守り、一人ひとりの ADLを把握・確認を徹底し、その

人に合った介助サービスに努める事が出来た。利用者の体調や皮膚状態の確認を徹底し、家族・ケアマネジャーへの報告・連携に

努めた。 

（６）レクリエーション・行事 

今年度もコロナの関係で行えなかった行事等もあったが、感染のリスク因子を排除しながら、代替えサービスを検討し実施に努

めた。外出行事については、利用者・家族に外出先での感染対策をお知らせし、希望に併せて参加・不参加を募った。「外の空気を

吸える、気分転換できた」と好評であった。 

【レクリエーション実施状況（回数）】 

輪投げ 34 ことわざ作り 5 花・食べ物の名前 2 ～と言えば 1 

豆つかみ 3 的当て 3 穴あきしりとり 4 クロスワード 3 

買い物ゲーム 23 新聞ちぎり 20 2文字しりとり 3 四字熟語 1 

算数 9 ビー玉ストロー 22 黒ひげ 2 言葉の並び替え 1 

言葉づくり 2 回想ゲーム 3 しりとり 32 漢字 11 

連想ゲーム 27 単語組み立て 3 脳トレ 27 魚釣り 24 

野菜名前当て 1 けん玉 33 計算 2   

    計 ２７ 種類 301 

【行事実施状況（回数）】 

桜お花見ドライブ 6 スイカ割り 6 焼き芋 1 初詣 １ 

新茶お披露目会 １ 敬老会 6 クリスマス会 ２ 豆まき １ 

映画鑑賞 6 どら焼き作り 2 餅つき 1 大判焼き 1 

    計 12 種類 34 

 

事業対象者

0%

支援1

0%
支援2

7%
介護1

16%

介護2

43%

介護3

14%

介護4

17%

介護5

3%

令和3年度構成比 事業対象

者

1%

支援1

0%
支援2

6%
介護1

21%

介護2

46%

介護3

17%

介護4

5%

介護5

4%

令和4年度構成比

461 448 445

353

438
470 479 484 477

404 405

464

91.3%
92.4%

89.7%

93.4%

91.6%

93.1%

90.9%
90.3%

91.0% 90.6%

87.3%
88.7%

85.6%

87.9%
88.8% 88.7%

87.8% 87.4%

89.6% 90.1%

87.7% 87.8%
88.4%

87.1%
84.0%

86.0%

88.0%

90.0%

92.0%

94.0%

96.0%

98.0%

100.0%

0

100

200

300

400

500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入浴者数 R4入浴率 R3入浴率



41 

（７）個別機能訓練（介護）・運動機能向上（予防事業）サービス 

作業療法士と連携し、利用者の希望や目標に合わせて心身機能の評価を 3ヶ月毎に実施した。利用者の機能維持、向上に努めた。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

機能訓練（名） 47 47 49 46 45 46 49 50 52 48 48 47 574 

運動器機能（名） 4 4 5 5 3 3 5 6 6 5 5 6 57 

合計 51 51 54 51 48 49 54 56 58 53 53 53 631 

（８）送迎サービス 

利用者を安全に送迎できるよう、デイサービス送迎時に把握できた危険個所を中心に独自マップや、市のハザードマップの活用で

情報共有に努め安心・安全の送迎を実施できた。運転し慣れない車両がある職員に関しては、相談員等が同乗しての事前の練習を行

った。大きな事故等なく一年間安全な送迎を提供できた。 

【送迎状況（回数）】 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

迎え 

(減算) 

497 

(8) 

475 

(10) 

489 

(7) 

372 

(6) 

471 

(7) 

496 

(9) 

519 

(7) 

536 

(0) 

523 

(1) 

442 

(4) 

462 

(2) 

517 

(6) 

5,799 

(67) 

送り 

(減算) 

494 

(11) 

474 

(11) 

486 

(10) 

371 

(7) 

469 

(9) 

493 

(12) 

516 

(12) 

528 

(8) 

515 

(9) 

439 

(7) 

457 

(7) 

514 

(7) 

5,756 

(112) 

延回数 

(減算) 

991 

(19) 

949 

(21) 

975 

(17) 

743 

(13) 

940 

(16) 

989 

(21) 

1,035 

(19) 

1,064 

(8) 

1,038 

(10) 

881 

(11) 

919 

(9) 

1031 

(13) 

11,555 

(177) 

【送迎車両走行距離（ｋｍ）】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

キャラバン 933 887 865 849 811 877 857 822 782 712 697 844 9,936 

ヴォクシー① 761 679 745 567 671 721 718 776 736 618 686 806 8,484 

ヴォクシー② 821 793 705 580 753 772 814 813 887 707 638 823 9,106 

シエンタ 948 847 836 685 911 760 909 946 794 736 784 868 10,024 

ハイゼット 757 693 783 606 828 561 879 849 712 657 587 550 8,462 

タント 1,049 632 1,251 912 1,202 1,193 1,168 1,311 1,195 943 1,146 1,203 13,205 

合計 5,269 4,531 5,185 4,199 5,176 4,884 5,345 5,517 5,106 4,373 4,538 5,094 59,217 

（９）看護報告（処置集計報告） 

感染症対策として、マスクの着用、うがい、手洗い、換気、加湿の徹底等を介護職員と協力して行った。また、朝の送迎時の体温測

定、手指消毒、体調確認を継続した。入浴時の皮膚の状態観察や、必要に応じて、軟膏塗布、湿布貼布、点眼等を施行し、利用者の健

康管理に努めた。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

内服薬 214 270 201 131 185 188 197 323 217 207 209 207 2,549 

軟膏塗布 349 144 317 237 299 301 329 328 297 280 289 323 3,493 

湿布 32 64 33 20 28 27 38 32 28 26 33 35 396 

点眼 90 86 85 66 78 82 107 89 86 71 41 55 936 

爪切り 37 38 32 31 38 24 32 22 34 31 25 32 376 

体重測定 54 50 52 52 49 48 54 53 51 54 48 47 612 

合計 776 652 720 537 677 670 757 847 713 669 645 699 8,362 

（１０）ヒヤリハット報告 

 今年度は車の物損が多く見受けられた。車の傷の発見が多く、対策として送迎前後に傷の確認やタイヤの空気の確認、また送迎時

の危険個所の共有を行った。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

転倒・ずり落ち 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 4 

トラブル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

体調不良 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

徘徊 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

車の物損 0 0 0 2 1 0 0 1 1 0 1 1 7 

内服薬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

備品・物損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

職員確認ミス 2 1 1 5 1 2 1 1 0 1 0 1 16 

苦情 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入浴時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

救急車対応 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

合計 2 1 1 8 3 2 3 3 2 1 3 3 32 

（１１）地域連携・貢献活動（介護予防教室等）：コロナの影響により受入れ中止とした。 

（１２）実習生・ボランティア受入：コロナの影響により受入れ中止とした。 
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４．利用者状況 

（１）登録利用者 

  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

R4 

登録者数 54 55 58 59 56 58 57 59 64 63 62 64 709 

新規利用者 2 2 4 1 1 2 2 4 5 2 1 3 29 

利用終了者 4 1 0 4 0 1 2 2 0 5 0 3 22 

R3 

登録者数 64 64 63 62 55 56 57 58 56 58 54 54 701 

新規利用者 1 0 0 0 2 3 1 2 4 2 0 2 17 

利用終了者 1 1 1 7 1 2 0 4 2 6 0 2 27 

（2）利用者年齢構成 

 
（3）町内別（市外含む）・中学校区別登録利用者（令和 5年 3月 31日現在） 

〇町内別（市外含む） 

地区 登録者数 地区 登録者数 地区 登録者数 地区 登録者数 

藤沢 8 本郷 4 板谷 1 高岡 3 

田土部 3 下坂田 1 粟野町 1 大志戸 2 

大畑 6 東城寺 1 並木 11 常名 2 

神立東 1 永井 4 真鍋 3 沢辺 1 

中貫 5 小山崎 5 藤沢新田 1 市外 1 

      合計 64 

〇中学校区別 

地区 一中 二中 三中 四中 五中 六中 都和 新治 市外 合計 

登録者数 2 3 0 0 1 0 23 34 1 64 
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支援センター憩いの里 
 

１．居宅介護支援事業所勤務体制 

 1名体制から、新任ケアマネジャー0.5名（他業務と兼務）と中堅ケアマネジャー1名を増員し、2.5名の新体制となった。人材育成

とチームとして働く環境作りを心掛け、問題に対して一人で抱え込まず事業所内で検討して取り組み、必要に応じて同行訪問を行う

などのサポート強化を図った。また同法人居宅介護支援事業所との連携を図り BCPの作成に取り組んだ。近隣の他居宅介護支援事

業所との研修会等への参加を通じてスキルアップや人脈作り、ケアママネジメント能力向上に努めた。 

 

２．居宅介護サービス計画実施状況 

＜介護プラン＞ 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

土浦市 33 32 34 34 38 43 41 43 44 47 48 50 487 

市外 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 8 

県外 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 8 

計 36 35 37 37 39 44 42 44 44 47 48 50 503 

月平均 42件。人員増加に伴い件数の拡大を図ることができた。新規相談を多数受け入れることで、事業所近隣から市内全域に

地域が拡大している。月に複数件の相談を受け入れている。 

＜介護予防プラン（地域包括支援センター委託）＞ 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

土浦市 4 6 7 7 6 12 11 12 12 11 11 11 110 

月平均 9件。本人や家族からの直接依頼や地域包括支援センターからの新規相談を対応することで相談依頼の増加を図ることが

できた。 

＜居宅サービス契約者介護度別件数＞ 

介護度 

年度 
事業対象 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

令和 3年度 0 0 34 145 69 44 65 13 370 

令和 4年度 8 35 69 236 109 79 44 35 615 

ケアマネジャー増員したことにより前年比 245名増加した。最も多いのが要介護 1の利用者となっていることは昨年と変わらな

いが、地域包括支援センターからの相談も積極的に受け入れたことから事業対象や要支援 1、2の件数増加がみられた。 

 

３．認定調査 

 認定調査の実施状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

土浦市 1 3 2 2 2 1 2 1 1 2 1 2 20 

県外 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

計 1 3 2 2 2 1 2 2 1 2 1 2 21 

状況に応じて特例措置、対面での認定調査を実施。対面の場合は今年度もコロナ予防のため、家族や関係者から事前の聞き取り

調査を行うなど、短時間でも適切な調査を実施出来るように配慮した。また県外からの調査依頼を受け実施した。 

 

４．コロナ予防対策 

 今年度もコロナの流行により、前年度同様感染拡大の予防に努めた。緊急事態宣言下においては、日常的にも手洗いうがいの励行、

消毒液の携帯、訪問時間の短縮など、感染予防の徹底を図った。利用者には感染防止の注意喚起を行いながら、過度な不安感を抱か

ないような声掛けを心掛けた。また利用サービス事業者の休業の際には、サービス調整を行い、休業中も安心して在宅生活ができる

ように支援した。感染者の減少が見られてからもマスクの着用や手洗いうがいの励行の継続、日々体調の自己管理を徹底した。 
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５．研修 

月 内容 参加人数 

4月 他居宅介護支援事業所主催研修 事例検討会 3名 

5月 
法人内 新人研修 1名 

認定調査員新規研修 （動画視聴） 1名 

6月 事業所内『高齢者、障害者トラブル見守り、クレーム対応』 3名 

7月 事業所内『BCPの実践方法について』 3名 

8月 
他居宅介護支援事業所主催研修 事例検討会 3名 

ケアマネ協会 専門研修Ⅱ 1名 

10月 ケアマネ協会 いしおか地区会『BCP作成のポイント』（Zoom） 1名 

11月 
事業所内『ハラスメント対策』 3名 

他居宅介護支援事業所主催研修『アサーティブコミュニケーション』 3名 

12月 
県高次脳機能障害支援センター『難病患者在宅療養支援研修会』 （Zoom） 2名 

ケアマネ協会 つくばケアマネ会『認知症の最新治療と BPSD』（Zoom） 1名 

1月 

包括うらら『認知症の人の日常生活社会生活意思決定』（Zoom） 3名 

ケアプランデータ連携システム説明会（ウェビナー） 1名 

つちう labo『急変時の対応の支援について』 3名 

2月 フランスベッド 『吸引器の種類と取扱い』 3名 

3月 

市民向け成年後見制度講座『終活と成年後見制度』 2名 

令和 5年介護予防支援ケアマネジメント業務委託事業説明会（Zoom） 3名 

『適切なケアマネジメント手法』（Zoom） 2名 
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土浦市在宅介護支援センター憩いの里 
土浦市在宅介護支援センター運営委託事業（新治地区担当） 

 

１．特別業務 

状 況 件 数 状 況 件 数 状 況 件 数 

（１）台帳作成 35 （２）緊急通報 5 （３）配食サービス 3 

特別業務合計について、今年度は 43件と前年度より 3件増加した。台帳作成件数については、昨年度より 5件増加した。昨年度

と比較し、地域ケアコーディネーターや地域包括支援センターとの同行訪問、民生委員からの情報提供が多かった為と考えられる。緊

急通報システムは 3件減少し 5件、配食サービスは 1件増加し、3件であった。 

 

２．相談 

（方法×続柄集計） 

相談区分 本人 家族 
民生委員 

近隣 
市役所 包括 社協 

事業所 

病院等 
その他 合計 

業務時間 

電話 16 7 9 17 26 3 8 2 88 

来所 1 0 2 0 1 1 0 0 5 

訪問 100 30 19 11 45 30 15 2 252 

時間外 

電話 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

来所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

訪問 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合   計 117 37 30 28 72 34 23 4 345 

今年度の相談数合計は 345件と前年度より 40件減少した。昨年度より電話相談の件数は減少したが、訪問件数が大きく増加し、

合計件数についても、今年度は電話相件数よりも訪問件数のほうが多くなった。相談者についての特筆すべき点として、今年度は民

生委員からの相談件数が昨年度の約 2 倍に増加した。在宅介護支援センターの役割が民生委員にも周知されつつあるように思われ

る。 

（相談区分×続柄集計） 

相談区分 本人 家族 
民生委員 

近隣 
市役所 包括 社協 

事業所 

病院等 
その他 合計 

(1)家族の支援 136 63 41 11 92 45 13 3 404 

(2)介護保険制度 67 28 18 8 50 20 11 1 203 

(3)福祉サービス 61 20 12 21 26 19 11 4 174 

(4)保健・医療 19 7 7 2 21 12 7 0 75 

(5)経済・住まい 14 8 5 1 15 5 1 0 49 

(6)地域の困りごと 4 0 2 1 2 3 1 1 14 

(7)その他 100 18 22 5 39 28 9 2 223 

(8)二次予防事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(9)虐待・権利擁護 0 1 0 1 2 0 0 0 4 

(10)ケアマネ支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

(11)認知症関係 7 8 4 0 7 2 1 0 29 

合計 408 153 111 50 254 134 54 11 1,175 

今年度は 1,175件と昨年度より207件増加した。特に、民生委員・近隣、包括、社協の相談件数が増加した。在支のみでは解決困

難な問題に対して、昨年度以上に包括や社協と連携を図り、より良い支援に結び付けられるよう意識した活動が行えた結果の現れと

考えられる。また、民生委員との顔つなぎの機会が増え、情報提供や相談件数の増加に繋がったと考えられる。 

 相談内容に関して、（1）家族の支援、（3）福祉サービス、（7）その他の項目に特に増加がみられた。（1）、（3）についての増加は、介

護保険にとどまらない高齢者福祉サービスについての相談・支援が増加したものと考えられる。また、（7）については、昨年以上に見

守り訪問を行う回数が多かった為と考えられる。 
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３．会議出席回数等 

件 名 件 数（回） 

（１）ふれあい調整会議 6 

（２）スクラムネット 12 

（３）その他 25 

合 計 43 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止策を徹底した上で、各定例会は通常通りの開催となった。会議に出席し顔を合わせる事

で、多職種間の連携強化、より多くの情報共有、意見交換ができた。特に、民生委員児童委員定例会の開催があった事で、地域の顔つ

なぎの場を持つことができ、情報提供も多くいただき、訪問活動に繋げることができた。 

 

４．動向と考察 

 今年度はコロナの対策を徹底しながら、訪問活動は昨年度より多く行った。解決困難な問題については、包括、社協、市役所等との

情報共有、同行訪問等を重ね、意見交換し、より良い支援に結び付けられたものもあり、多職種間の連携が大いに図られたと思う。ま

た、昨年度と比較し、民生委員からは地域の情報を多く提供いただき、それを訪問活動に繋げる事もできた。 

その他、今年度は本人からの問い合わせによる高齢者福祉サービス（緊急通報システム等）の申請は少なく、訪問の際に福祉 

サービスの案内をすると、希望されるケースも複数あった。潜在化しているニーズに対応すべく、積極的なアウトリーチ活動に 

より、高齢者福祉サービスの情報提供を行っていく事はとても重要であると実感した。 

 来年度も感染対策を怠らずに積極的な訪問活動を行い、地域の高齢者の現状把握に努めるとともに、「在宅介護支援センター憩い

の里」が身近な相談窓口として機能出来るよう、広報活動にも更なる力を入れていきたい。 
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桜川保育園 
 

【１】運営（運営方針に対する報告） 
令和４年度も、事業計画の「運営方針」、「基本理念」、「保育目標」に沿って、試行錯誤を繰り返しながら保育園運営に努め、概ね

それぞれの方針、理念、目標どおりに推進することができた。昨年度までは、「公立保育所と同等の保育の継続」という保護者の要

望に沿いながら、少しずつ新しいものを取り入れ保育の内容を継続してきたが、今年度は、日本の伝統や風習などを伝えるととも

に季節に沿った行事等をより多く取り入れることで「桜川保育園らしさ」を出せるように創意工夫をしながら保育業務等を遂行し

た。 

また、昨年度同様、コロナの影響により、本来の保育活動を制限または規模縮小するなど苦慮した１年であったが、感染症拡大

が少しずつ収束してきたことにより、『桜川保育園まつり』や『スポーツ・フェステバル』では、開園後初めてとなる保護者の参加の

下、盛大に開催することができた。 

その他にも、感染症を持ち込まない事を徹底するとともに、体温チェック、手指の消毒、密を避けることに注意しながら、子ども

たちには、保育園の中だけでもたくさん経験を積ませ、工夫を凝らしながらの様々な行事に参加させるなど、安心、安全を第一に

考えた保育園運営をすることができた。 

新規事業として、保育園に通園する児童が保育中に体調不良となった場合に、園内において緊急的な対応を図る体調不良児対

応型の「病児保育事業」を開始したことで、保護者の子育て及び就労の両立を支援するとともに、児童の福祉の向上を図ることが

可能となった。 

 

【２】重点目標に対する成果 
（１）子どもの日常生活を丁寧に見て情緒の安定を図り、基本的生活習慣を体得させる 

    子どもの思いを受け止められながら愛着関係を築くことで、概ね『情緒の安定』を図ることができた。また、日常保育の中で「十

分に全身を動かす」、「バランスのよい食事をとる」、「休息をとる」ことを通して、安定した生活習慣を身に付けることができた。 

（２）子どもの主体性・自主性を尊重し、のびのびと行動させる中で個々の成長・発達を支援する 

個々を大切にしてのびのびとした保育活動を遂行することができた。主体性については、各クラスにおける「朝の会」で、子ども

たちが主体となって話し合える場を設けた。また、自主性については、自由遊びの際に自らが選択して遊べるよう玩具や教材の

設置場所を変更するなど、部屋の環境を整えた。 

（３）保護者と保育園が協力して子育ての協働を進める 

日常の送迎時における対話をより多く取り入れるようにし、子育てへの不安解消に努めることができた。また、延長保育の利用

時間が長い園児に対しては、軽食を用意するなど、特別なニーズを有する家庭を支援することができた。さらに、写真を通し、

園での様子を配信することで、子どもたちの日常の細かな部分に至るまで見ていただくことができ、保育園活動に対する理解

にもつながった。 

（４）地域交流の場をつくり、親しみのある信頼される保育園を目指す 

コロナが少しずつ収束する中、桜川保育園まつりでは、感染対策を徹底しながら近隣の地区長を招待して開催することができ

た。高齢者施設等との交流では、同法人施設である「飛羽ノ園」の利用者に対し、敬老の日にビデオメッセージを送り、「飛羽の

園」の利用者からは、卒園祝いに卒園児に対して手作りのキューブパズルをプレゼントしてもらうなど、有意義な交流が図れた。 

 

【３】事業実績 
１．保育園の運営及び保育活動 

（１）園児数 （単位：人） 

月 ゆめ はな にじ ほし つき そら 計 

  ４月 ９ １６ １８ ２０ ２０ １８ １０１ 

  ５月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  ６月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  ７月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  ８月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  ９月 ９ １６ １７ １８ １９ １８ ９７ 

１０月 ９ １５ １８ １９ １９ １８ ９８ 

１１月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

１２月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  １月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  ２月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

  ３月 ９ １６ １８ １９ １９ １８ ９９ 

（２）職員数（単位：人） 

月 常勤保育士 非常勤保育士 栄養士 看護師 管理員 調理師 調理補助員  事務員 
その他 

常勤職員 

その他 

非常勤職員 
計 

  ４月 １６ ６ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３４ 

  ５月 １６ ６ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３４ 

  ６月 １６ ７ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３５ 

  ７月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

  ８月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 
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  ９月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

１０月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

１１月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

１２月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

  １月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

  ２月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

  ３月 １６ ８ １ 1 ２ 1 ２ １ １ ３ ３６ 

（３）職員構成（単位：人） 

職名 
正規職員 嘱託職員 非常勤職員 

Ｒ４.４ Ｒ５.３ Ｒ４.４ Ｒ５.３ Ｒ４.４ Ｒ５.３ 

施設長 ０ ０ １ １ ０ ０ 

園長 ０ ０ ０ ０ １ １ 

副園長 ０ ０ ０ ０ １ １ 

主任保育士 １ １ ０ ０ ０ ０ 

副主任保育士 １ １ ０ ０ ０ ０ 

加配保育士 ０ ０ ０ ０ １ １ 

保育士（クラスリーダー） ６ ６ ０ ０ ０ ０ 

保育士 ６ ６ ２ ２ ３ ５ 

保育補助員 ０ ０ ０ ０ ２ ２ 

英語講師 ０ ０ ０ ０ １ １ 

看護師 １ １ ０ ０ ０ ０ 

栄養士 １ １ ０ ０ ０ ０ 

調理師 １ １ ０ ０ ０ ０ 

調理員 ０ ０ ０ ０ ２ ２ 

管理員 １ １ ０ ０ １ １ 

事務員 ０ ０ ０ ０ １ １ 

計 １８ １８ ３ ３ １３ １５ 

（４）延長保育（単位：人）※合計については、延べ人数。 

時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

30分延長 27 21 25 25 8 15 10 22 28 18 26 9 234 

1時間延長 2 15 11 11 1 8 13 13 11 5 17 0 107 

 （５）一時預かり保育（単位：人）※合計については、延べ人数。 

時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

4時間以下 4 0 2 2 2 1 0 2 5 3 2 2 25 

4時間以上 9 10 12 11 15 16 22 25 25 25 28 36 234 

（６）保育内容 

本園の「運営方針」、「基本理念」、「保育目標」、「重点目標」に沿って、年間、月間、週間計画及びデイリ－プログラム（日課）を作成

し、職員会議やクラス会議等において、その経過観察を行うとともに必要に応じて補正、調整をしながら、子ども達の実情にあった

保育活動を計画的に実践した。 

 

２．保護者支援 

（１）日常における支援 

親切で穏やかな日常的なやりとりを心掛け、信頼関係を築くことで、家庭と同じ方向を向き、子どもの育ちを援助することがで

きた。また、毎月「園だより」や「給食だより」を発行し、行事等の予定や活動の様子を伝えた。 

（２）保護者面談・保育参観 

随時要望に応じて面談を実施する体制を整備し、子育ての悩みを共有、様々な提案をし、子育て支援ができるように取り組むこ

とができた。コロナ対策を徹底し、保護者の人数を制限して保育参観を実施することができた。 

（３）外部機関との連携 

発達支援や育児不安などにより専門的な支援が必要な家庭は、外部機関の紹介や連携を積極的に行い、子どもの健全な育ちと、

育児に悩む保護者を援助することができた。一方、小学校との交流を積極的に図る予定であったが、今年度もコロナの影響によ

り、未実施となった。 

（４）地域支援活動 

未就園児の異年齢児交流事業、世代間交流事業など、地域交流事業に取り組み、地域全体でよりよい子育て環境を創るよう活

動した。 

 

３．保健衛生 

（１）園児定期健康診断         令和４年５月３０日、１１月１４日（年２回実施） 

（２）園児定期歯科健診         令和４年５月１９日、１１月１０日（年２回実施） 

（３）職員健康診断             令和４年３月２３日（年１回実施） 

（４）職員インフルエンザ予防接種  令和４年１１月１４日（年１回実施） 

（５）調理員、調乳を行う保育士検便検査 ※令和４年１０月から令和４年３月までは、ノロウイルス検査を６回 実施 
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令和４年４月７日、５月１２日、６月９日、７月１１日、８月８日、９月１２日、１０月１１日、１１月７日、１２月１３日、 

令和５年１月１８日、２月１４日、３月１３日（年１２回実施） 

（６）感染症拡大防止対策  

コロナ拡大防止対策として、飛沫防止用サークルやソーシャルディスタンスのための幼児用テーブル、 

部屋を間仕切るためのロッカーなどを設置。 

（７）園児身体測定 

令和４年４月１４日、５月１１日、６月１５日、７月１２日、８月１０日、９月１４日、１０月１２日、１１月９日、１２月１４日、 

令和５年１月１８日、２月１５日、３月１０日（年１２回実施） 

 

４．防災安全 ※避難訓練（年１２回）【通報訓練（年２回）と不審者対策（年１回）を同時に実施】 

月 行      事     予     定 

 ４月 
【避難訓練、不審者についての講話】 
・ホールにて、火災避難警報や地震発生時の合図を確認。 ・不審者侵入の際の避難方法、合言葉の確認。 

 ５月 
【地震】「保育中に中程度の地震発生を想定」 
・保育士の誘導で、机の下などの安全な場所へ避難。 ・防災頭巾の有用性を教えるとともに着用方法等の確認。 

 ６月 
【火災】「保育園裏、ゴミ置き場からの出火を想定」 
・保育士の誘導で、第１避難所へ避難。 ・通報担当者が消防署に通報。  保育士：水消火器にて消火訓練実施。 

 ７月 
【水害】「梅雨時期の長雨により、桜川の水位上昇を想定」 
・保育士の指示で身支度を整えてホールに集合し、退園体制を確認。 

 ８月 
【不審者侵入】「正門より不審者侵入を想定」 
・不審者侵入の際の避難方法、合言葉の確認。 ・サスマタの使用方法。 

 ９月 
【火災】「調理室からの出火を想定」  
 ・保育士の誘導により、第一避難所へ誘導。避難後に煙体験。 

１０月 
【地震】「保育中に中度の地震を想定」 
・保育士の指示で安全な場所に避難する。  

１１月 
【地震】「土曜日の保育中に震度３の地震発生を想定」 
・保育士の誘導で、状況に応じた安全な場所への避難。 

１２月 
【火災】「乾燥時期に近隣住宅からの出火を想定」 
・通報担当者が消防署に通報。 ・保育士の誘導により第１避難所へ集合し、状況 によって第３避難所へ移動。 

  １月 
【地震】「保育中に大地震発生を想定」 
・保育士の誘導で机の下などの安全な場所へ避難。保育士の指示で第１避難場所避難。 ・阪神淡路大震災の教訓の確認。 

  ２月 
【地震】「保育中に中度の地震を想定」 
・保育士の誘導で、安全な場所に避難する。 

  ３月 
【地震】「保育中に大規模な地震発生を想定」 
・保育士の誘導で、机の下、ロッカーなどの安全な場所へ避難。 ・東日本大震災での教訓の確認。 

 
５．給食 

給食とおやつは、栄養士の献立に沿って調理士の手作りメニューとし、離乳食は一人ひとりに合わせて進めている。本年度は、０歳

児の月齢が高かったため、１１月には全員が完了食になった。 

（１）１歳児、２歳児    午前おやつ、昼食、午後おやつの提供 

（２）３歳児～５歳児    昼食、午後おやつの提供 

（３）延長保育児       補食の提供 

（４）アレルギー児      対象者なし 

（５）食育活動         栄養士が各クラスを巡回し、子どもたちと一緒に食事をすることで食事の様子を知り、食材の話や食べ方を      

指導 

６．年間行事 

月 日 行事名  内容 

４月  ４日 
入園式  ・各クラスにおいて実施 

進級式 ・各クラスにおいて実施 

５月 
１２日 食育教室 【４・５歳児】・食育体験学習（株式会社カスミ） 

２４日 遠足 ・霞ヶ浦総合公園（４・５歳児）・近隣散歩（０・１・２・３歳児） 

６月 
９日 保育参観（以上児） ・親子ふれ合い遊び・親子制作 

２５日 桜川保育園 ・輪投げ・魚釣り・くじ引き・ヨーヨーすくい・つかみどり・スイカ割り 

７月 

 ４日   プール開き ・お清め 

 ８日 七夕おくり ・七夕笹飾り  

１５日 夕涼み会 
【５歳児行事】  
・夕食のカレー材料の買い出し・野菜の皮むき・フルーチェ作り・スイカ割り・親子で盆踊り 

８月  プール遊び   

１０月  

１５日 
スポーツ・フェステバル 
２０２２ 

・１家族保護者２名まで参加 
・個人走・リレー・遊戯・大玉ころがし・玉入れ・バルーン・親子競技  

２６日 親子遠足 【５歳児行事】日立市かみね動物園（親子で参加） 

２７日 ハロウィン 仮装パーティー 
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１１月 
２４日 消防署見学 ・土浦消防署（４・５歳児） 

２９日 お店屋さんごっこ ・花火大会出店をテーマにたこ焼き、イカ焼き、焼きとうもろこし、おみくじ 

１２月 ２３日 クリスマス会 ・サンタクロースと交流 

 １月 １３日 餅つき ・５歳児が餅をつき、ならせ餅を作る 

２月 
１日 節分豆撒き ・豆まき 

４日 生活発表会 ・遊戯・劇・発表・歌・合奏・ピアニカ奏 

３月 

１６日 卒園式お別れ会 ・発表・プレゼント交換 

２４日 卒園式 
・卒園児、４歳児、卒園児の保護者２名まで参加とし、在園児が園庭で花道をつく
り見送る。 

 

７．年間会議  

会議名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

職員会議 ４ ２ ３ ２ ２ ３ ４ ２ ３ ２ ２ ３ ３２ 

クラス会議 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４８ 

食育会議 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４８ 

保護者会  ０ ０ １  ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ３ 

個人面談 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時   

  ※保護者会総会での報告事項及び議決事項については、コロナの影響により、書面表決とした。 

 

８．職員育成 
 職員一人ひとりの専門性を高めるため、園内外の研修を計画的に受講するとともに、研修で得た内容をフィードバックしながら年

間計画に反映させるためのスキルアップ研修を実施した。 

（１）保育士等キャリアアップ研修 

研修名 開催日 受講者 

幼児教育 ７月１５日～１０月１４日（eラーニング） 村田 智亜紀 

乳児保育 ７月１５日～１０月１４日（eラーニング） 村田 智奈美 

食育・アレルギー対応 ７月１５日～１０月１４日（eラーニング） 山本 こずえ 

障害児保育 ７月１５日～１０月１４日（eラーニング） 根本   愛 

保健衛生・安全対策 ７月１５日～１０月１４日（eラーニング） 酒井 真実 

保育者支援、子育て支援 ７月１５日～１０月１４日（eラーニング） 小田 美希子・長峰 幸子 

食育・アレルギー対応 １０月５日 １０月１２日 山田 友香理 

保育者支援、子育て支援 １２月１日 １２月１０日 古木  雅代・大塚 愛里 

（２）保育技術専門研修 

テーマ 開催日 受講者 

療育支援研修（ｚｏｏｍ） ６月２２日 二瓶 絵美子 

幼保障接続推進のための合同保育（ｚｏｏｍ） ８月 ７日 山本 こずえ 

保幼小接続担当研修会（講義動画の視聴） １０月２１日 〃 

保育技術専門研修 １１月 ４日 〃 

中堅保育士研修１（オンライン研修） １１月１８日 小田 美希子 

食育研修 １１月２５日 〃 

中堅保育士研修２（オンライン研修） １２月１７日 〃 

土浦市保育施設等虐待予防研修会 ２月１３日 長峰 幸子 

（３）祥風会研修 

テーマ 開催日 受講者 

新入職員研修   ５月１１日 瀧  みはる 

人を生かす人事（ｚｏｏｍ） １０月７日 小田 美希子・古木 雅代・山田 友香里・山本 こずえ・長峰 幸子 

（４）内部研修（スキルアップ） 

（５）ＯＪＴ（On The Job Training） 

・随時開催 

 

 
 

テーマ 開催日 受講者 

子どもの人権擁護研修 １２月５日 保育士全員 

キャリアアップ研修報告  ２月１７日 全  職  員 


